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 ーのための┦ㄯᨭのᡭ引きࠖࢱーࢿࢹーࢥ摂食障害治療ᨭࠕ

 

はじめに 

ᖹᡂ 2� ᖺ度からࠕ摂食障害治療ᨭࢭンࢱータ⨨㐠Ⴀᴗࠖがࢱࢫートし、2�1� ᖺ 2 ᭶

に⤫ᣓ機㛵として摂食障害ᅜ基ᖿࢭンࢱー（基ᖿࢭンࢱー）がタ⨨されました。2�1� ᖺ

1� ᭶にはᐑᇛ┴、㟼ᒸ┴に、12 ᭶には⚟ᒸ┴に、そして 2�1� ᖺ 1� ᭶には༓ⴥ┴にそれࡒ

れࠕ摂食障害治療ᨭࢭンࢱー （ࠖᨭࢭンࢱー）がタ⨨されました。 

 

ྛᨭࢭンࢱーでは、ࠕ摂食障害治療ᨭࢥーࢿࢹーࢱー （ࠖ⫋✀はಖ健ᖌ、心理ኈ、┳

ㆤᖌ、⢭⚄ಖ健⚟♴ኈ）が⨨かれ、それࡒれの┴ෆの患者さんやご家族、་療、ಖ健、ᩍ⫱

機㛵、୍⯡の方なからの┦ㄯを受け、受診ඛの⤂や、対応の方のຓゝ、情報ᥦ౪な

のᨭを行っています。基ᖿࢭンࢱーでは、ᨭࢭンࢱーでの┦ㄯᨭを㞟し、㞟ィ・

分ᯒしています。 

 

本ᡭ引きは、ࠕ摂食障害治療ᨭࢥーࢿࢹーࢱーࠖがᨭࢭンࢱーでの┦ㄯ❆ཱྀᴗົに

使用するために、また、これからࢥーࢿࢹーࢱーになる方のᩍ⫱や◊ಟのために、摂食障

害の理解や、┦ㄯの␃意点、基本的な対応の方をまとめたものです。ᨭࢭンࢱー以እ

のタでの┦ㄯᨭᴗົに使用した場合や、摂食障害治療ᨭࢥーࢿࢹーࢱー以እの┦

ㄯᢸᙜ者が使用した場合には、ෆᐜが㐺しない場合や、不༑分な㒊分もあるかもしれません。 

 

本ᡭ引きは、┦ㄯᨭの分ᯒにもと࡙き、ࠕ摂食障害治療ᨭࢥーࢿࢹーࢱーࠖを

ཱྀ❆てసᡂしました。の┦ㄯࡡー⫋ဨとが㆟ㄽを重ࢱンࢭー⫋ဨと基ᖿࢱンࢭᨭࡴྵ

（えࡤ、㒔㐨ᗓ┴の摂食障害ᣐ点病院や、⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー➼）でもᗈく使用でき、

ᙺに❧つものにするために、さらに᳨ウ、ᨵ定を重ࡡていきたいと考えています。 

  

 

ᖹᡂ 31 ᖺ 3 ᭶ 

ᅜ❧⢭⚄・⚄⤒་療◊✲ࢭンࢱー⢭⚄ಖ健◊✲ᡤ行動་学◊✲㒊 

摂食障害ᅜ基ᖿࢭンࢱー㛗 

安⸨ဴஓ 
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➨ � ❶ ᦤ㣗㞀ᐖの相談❆ཱྀの┠ⓗᙺ 

 
摂食障害の┦ㄯ❆ཱྀでは、患者さん・ご家族・㛵ಀ者からのᗈ⠊ᅖな┦ㄯに対応し、患

者さんの早ᮇⓎ見と受診につなࡆるᙺが求められます。 

摂食障害の≉ᚩとして、ᮍ受診⋡や治療୰᩿⋡が㧗いことが▱られています。その理⏤

の୍つは、自分が病気であるという認㆑（病㆑）がⷧいことや、また病㆑がある場合でも、

ᅇをᮃࡴ気持ちがある୍方で、治すのが怖い・治りたくないという気持ちがあるという

୧౯的な感情がᏑ在することです。このような患者さんやそのご家族からの┦ㄯでは、摂

食障害についてのṇしい▱㆑や治療についての情報を伝えることや、ᅇへのࣔ࣋ࢳーࢩ

ࣙンを㧗めることが求められます。また、過食や嘔吐をしていることをேに▱られるのが

恥ずかしいと考えるேもいますので、そのような気持ちへの配慮が必要です。 

さらに、患者さんがの病院や診療⛉を受診すべきかのุ᩿に㏞うことも受診をጉࡆる

要ᅉとなっています。摂食障害は⢭⚄⛉・心療ෆ⛉・ᑠඣ⛉・፬ே⛉な様々な診療⛉で

治療が行われていますが、これらの診療⛉であってもタによっては摂食障害に対応して

いないことがあります。୍方でᑓ㛛性の㧗い治療を受けられるタのᩘは限られており、

診ᐹのண⣙がྲྀるのが難しかったり、診ᐹを受けるまで㛗いᮇ㛫ᚅたなくてはならなかっ

たりすることが少なくありません。ᆅᇦの་療機㛵のᐇ情を㋃まえたୖで、患者さんの病

状や⨨かれた状ἣをᢕᥱし、そのேに᭱㐺な་療機㛵を⤂することは┦ㄯ❆ཱྀの重要な

ᙺです。 

᭱後に、┦ㄯ❆ཱྀには患者さんやご家族からの┦ㄯでだけではなく、་療機㛵・学ᰯ・

行ᨻ機㛵な摂食障害に㛵ಀするタやᑓ㛛家からの┦ㄯもあるかもしれません。㐺ษな

情報ᥦ౪を行うとともに、ᆅᇦのㄢ㢟をᢕᥱし、それを་療㐃ᦠにつなࡆていくことも┦

ㄯ❆ཱྀのᙺの୍つです。 
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➨ � ❶ ᦤ㣗㞀ᐖࢆ⌮ゎࡿࡍ 

 
 摂食障害の┦ㄯ❆ཱྀのᢸᙜ者は、摂食障害についてある⛬度の▱㆑を㌟に着けておく必

要があります。ここでは、┦ㄯᢸᙜ者に必要な᭱低限の▱㆑をᴫ説します。よりヲしい▱㆑

をᚓたい場合には、ࠕ摂食障害ᅜ基ᖿࢭンࢱーࠖがసᡂしたࠕ摂食障害情報ポーࢱルࢧイ

ト：KWWS���ZZZ�HGSRUWDO�MS�ࠖに୍⯡ྥけとᑓ㛛家ྥけに分けてよりヲしい情報がᥖ㍕されて

いますので参↷して下さい。ၥい合わせに対して情報ポーࢱルࢧイトを参考にᅇ⟅するこ

とや、ࢧイト自体を⤂することもよい方法です。 

 
Ϩ）ᦤ㣗㞀ᐖ࡞ࢇࡣẼか 

 摂食障害は食行動␗ᖖとそれにకう認▱や情動の障害を主な≉ᚩとした患で、主なも

のとして⚄⤒性やせ症・⚄⤒性過食症・過食性障害があります。 

表㸯：摂食障害の分㢮 

 

ᅇ㑊࣭ไ㝈ᛶ 

㣗≀ᦤྲྀ 

ὀ 3� ཧ↷  

⚄⤒ᛶࡏࡸ ⚄⤒ᛶ㐣㣗 㐣㣗ᛶ㞀ᐖ 

≉ᚩ 

య㔜ࡸయᆺࡣ 

 ࢇࡏࡲࡾࢃࡔࡇ

య㔜ࡸయᆺᙉ࠸ 

 ࡍࡲࡾ࠶ࡀࡾࢃࡔࡇ

య㔜ࡸయᆺࡣ

 ࡾࡲ࠶

ࢇࡏࡲࡾࢃࡔࡇ

㣗ྤ࡛ࡇࡿ

࡞③⭡ࡸẼࡁ

࠸ࢆのࡿࡌ⏕ࡀ

 ࡍࡲࡾࡀࡸ

 ࡶ࡚࠸࡚ࡏࡸ

ኴࡿ࠸࡚ࡗ 

ឤࡍࡲࡌ 

㐣㣗対࡚ࡋ 

ⱞ③ࡸ⨥ᝏឤࢆకࡍࡲ࠸ 

㣗 㣗㔞ࢆῶらࡍࡲࡋ 

㐣㣗ࡍ

ࡇࡿ

ࡾ࠶ࡶ

 ࡍࡲ

㣗ࡎࡁ࡛࣮ࣝࣟࢺࣥࢥࢆࡇࡿ 

㢖⦾㐣㣗ࡍࡲࡋ 

ࡓࡿࡏࡸ

 のࡵ

⾜Ⅽ 
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ϸ）⚄⤒ᛶࡏࡸ 

性やせ症⤒⚄ࠕ でࠖは体重や体ᆺの感じ方が障害されています。患者さんは明らかにやせ

ているにもかかわらず、それを␗ᖖと感じられません。やせるために食㔞やࣜࣟ࢝ーを制

限しますが、その反動として過食するேもいます。嘔吐をしたり、下剤を使ったりして体重

がቑえないようにするேもいます。以前は、拒食症・⚄⤒性↓食ḧ症なとࡤれてきまし

たが、日本ㄒ∧の60'ࠕ�� ⢭⚄患の分㢮と診᩿のᡭ引ࠖにおいてはࠕ⚄⤒性やせ症ࠖがṇ

ᘧྡ⛠になっています。 

㌟体症状としては、ṇᖖ下限を下ᅇるやせがあります。ᡂேでは体格ᣦ （ᩘERG\ PDVV LQGH[� 

%0,）（注）が 1�NJ�P2 ᮍ‶になると᭱重度と診᩿されます。やせているにもかかわらず活

Ⓨに活動することが多くࡳられますが、やせがࡦくなるにᚑって➽ຊ低下や⑂れやすさ

を感じるようになります。低⾑ᅽ、心ᢿᩘ低下、低体 、↓᭶⤒、౽⛎、下⫥のࡴくࡳ、背

୰の⃰い⏘ẟ、⓶の⇱、ᡭのࡦらや㊊のが㯤Ⰽくなるといった変化がࡳられます。過

食や嘔吐がある場合には、⪥の後ࢁや㢡の下にあるၚᾮ⭢が⭘れたり、ᡭに吐きだこがࡳら

れたりもします。⾑ᾮ᳨ᰝでは⬺Ỉ、㈋⾑やⓑ⾑⌫減少、⫢機能␗ᖖ、低ࢱンࢡࣃ⾑症、㧗

により⬺Ỉや㟁られます。嘔吐や下剤を大㔞に使うことなࡳがール⾑症なࣟࢸࢫࣞࢥ

解㉁␗ᖖをきたします。また、㦵⢒しょう症や⭈機能障害もࡳられます。低体重が㛗ᮇ㛫⥆

くと⬻のⴎ⦰もࡳられるようになります。 

⢭⚄㠃での変化としては、やせのᙳ㡪でᢚうつ気分や不安、こだわりがᙉくなってきます。

やせていることで‶㊊感はᚓられますが、᰿ᗏには自ᑛ心の低さがᏑ在しています。 

 患者さん自㌟は自分がやせているとは思っていないことから、心配する࿘ᅖのேたちと

の㛵ಀが悪化することがあります。体ຊの低下にకい、学ᴗやの能⋡が低下するように

なり、日ᖖ生活にもᨭ障がでてきます。 

 心㌟୧㠃のࢣが必要ですが、ちらも低ᰤ㣴がすすࡴ治療が難しくなるため、早ᮇ

の対応が求められます。 

 

Ϲ）⚄⤒ᛶ㐣㣗 

 ⚄⤒性過食症とは、食べることのࢥントࣟールができなくなり、過食を㢖ᅇに⧞り㏉して

しまう病気です。過食にຍえて、嘔吐な、体重をቑやさないための行動が見られますが、

ちらもே前ではなるべく見せないようにしているため、࿘ᅖのேは気࡙かないことがあ

ります。患者さんも自分では病気とは思わずに、ຓを求めないことが少なくありません。

治療を受けない状態が㛗く⥆くと、㌟体症状が進んだり、うつや不安がᙉまったりすること

もあります。症状としての過食なのか、健康なேにもには見られるࠕやけ食いࠖやࠕ大食

い なࠖのか༊ูがつかない場合があり、病気かうかをุ᩿するのは難しい㠃もありますの

で、病気としての⚄⤒性過食症の≉ᚩをⰋく▱ることが必要です。下記に⚄⤒性過食症の症

状をᴫ説します。 

⚄⤒性過食症の過食は、大㔞の食≀を、ワめ㎸ࡴように୍気に食べるのが≉ᚩです。ⱥㄒ

の ELQJH HDWLQJ をヂしてࡴࠕちࡷ食いࠖとゝうこともあります。意志のຊでṆめられるはず
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➨ � ❶ ᦤ㣗㞀ᐖࢆ⌮ゎࡿࡍ 

 
 摂食障害の┦ㄯ❆ཱྀのᢸᙜ者は、摂食障害についてある⛬度の▱㆑を㌟に着けておく必

要があります。ここでは、┦ㄯᢸᙜ者に必要な᭱低限の▱㆑をᴫ説します。よりヲしい▱㆑

をᚓたい場合には、ࠕ摂食障害ᅜ基ᖿࢭンࢱーࠖがసᡂしたࠕ摂食障害情報ポーࢱルࢧイ

ト：KWWS���ZZZ�HGSRUWDO�MS�ࠖに୍⯡ྥけとᑓ㛛家ྥけに分けてよりヲしい情報がᥖ㍕されて

いますので参↷して下さい。ၥい合わせに対して情報ポーࢱルࢧイトを参考にᅇ⟅するこ

とや、ࢧイト自体を⤂することもよい方法です。 

 
Ϩ）ᦤ㣗㞀ᐖ࡞ࢇࡣẼか 

 摂食障害は食行動␗ᖖとそれにకう認▱や情動の障害を主な≉ᚩとした患で、主なも

のとして⚄⤒性やせ症・⚄⤒性過食症・過食性障害があります。 
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ϸ）⚄⤒ᛶࡏࡸ 

性やせ症⤒⚄ࠕ でࠖは体重や体ᆺの感じ方が障害されています。患者さんは明らかにやせ

ているにもかかわらず、それを␗ᖖと感じられません。やせるために食㔞やࣜࣟ࢝ーを制

限しますが、その反動として過食するேもいます。嘔吐をしたり、下剤を使ったりして体重

がቑえないようにするேもいます。以前は、拒食症・⚄⤒性↓食ḧ症なとࡤれてきまし

たが、日本ㄒ∧の60'ࠕ�� ⢭⚄患の分㢮と診᩿のᡭ引ࠖにおいてはࠕ⚄⤒性やせ症ࠖがṇ

ᘧྡ⛠になっています。 

㌟体症状としては、ṇᖖ下限を下ᅇるやせがあります。ᡂேでは体格ᣦ （ᩘERG\ PDVV LQGH[� 

%0,）（注）が 1�NJ�P2 ᮍ‶になると᭱重度と診᩿されます。やせているにもかかわらず活

Ⓨに活動することが多くࡳられますが、やせがࡦくなるにᚑって➽ຊ低下や⑂れやすさ

を感じるようになります。低⾑ᅽ、心ᢿᩘ低下、低体 、↓᭶⤒、౽⛎、下⫥のࡴくࡳ、背

୰の⃰い⏘ẟ、⓶の⇱、ᡭのࡦらや㊊のが㯤Ⰽくなるといった変化がࡳられます。過

食や嘔吐がある場合には、⪥の後ࢁや㢡の下にあるၚᾮ⭢が⭘れたり、ᡭに吐きだこがࡳら

れたりもします。⾑ᾮ᳨ᰝでは⬺Ỉ、㈋⾑やⓑ⾑⌫減少、⫢機能␗ᖖ、低ࢱンࢡࣃ⾑症、㧗

により⬺Ỉや㟁られます。嘔吐や下剤を大㔞に使うことなࡳがール⾑症なࣟࢸࢫࣞࢥ

解㉁␗ᖖをきたします。また、㦵⢒しょう症や⭈機能障害もࡳられます。低体重が㛗ᮇ㛫⥆

くと⬻のⴎ⦰もࡳられるようになります。 

⢭⚄㠃での変化としては、やせのᙳ㡪でᢚうつ気分や不安、こだわりがᙉくなってきます。

やせていることで‶㊊感はᚓられますが、᰿ᗏには自ᑛ心の低さがᏑ在しています。 

 患者さん自㌟は自分がやせているとは思っていないことから、心配する࿘ᅖのேたちと

の㛵ಀが悪化することがあります。体ຊの低下にకい、学ᴗやの能⋡が低下するように

なり、日ᖖ生活にもᨭ障がでてきます。 

 心㌟୧㠃のࢣが必要ですが、ちらも低ᰤ㣴がすすࡴ治療が難しくなるため、早ᮇ

の対応が求められます。 

 

Ϲ）⚄⤒ᛶ㐣㣗 

 ⚄⤒性過食症とは、食べることのࢥントࣟールができなくなり、過食を㢖ᅇに⧞り㏉して

しまう病気です。過食にຍえて、嘔吐な、体重をቑやさないための行動が見られますが、

ちらもே前ではなるべく見せないようにしているため、࿘ᅖのேは気࡙かないことがあ

ります。患者さんも自分では病気とは思わずに、ຓを求めないことが少なくありません。

治療を受けない状態が㛗く⥆くと、㌟体症状が進んだり、うつや不安がᙉまったりすること

もあります。症状としての過食なのか、健康なேにもには見られるࠕやけ食いࠖやࠕ大食

い なࠖのか༊ูがつかない場合があり、病気かうかをุ᩿するのは難しい㠃もありますの

で、病気としての⚄⤒性過食症の≉ᚩをⰋく▱ることが必要です。下記に⚄⤒性過食症の症

状をᴫ説します。 

⚄⤒性過食症の過食は、大㔞の食≀を、ワめ㎸ࡴように୍気に食べるのが≉ᚩです。ⱥㄒ

の ELQJH HDWLQJ をヂしてࡴࠕちࡷ食いࠖとゝうこともあります。意志のຊでṆめられるはず
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だと思われがちですが、過食は自分ではやめることができない、ࢥントࣟールできない感ぬ

がᙉい場合がとんです。⡿ᅜ⢭⚄་学会の᪂しい診᩿基‽では、㐌 1 ᅇでも過食があれ

 。治療が必要とされていますࡤ

また、吐く、下剤を使うな、体重をቑやさないための行動が見られます。過食をする

㛫ᖏ以እは食べることを制限したり、⤯食したりしている場合もあります。嘔吐が⥆くとၚ

ᾮ⭢が⭘れたり、ṑの表㠃が⫶㓟で⁐けたりすることもあります。嘔吐や下⑩（下剤ᖖ用の

場合）で体ᾮ୰の࣒࢘ࣜ࢝がኻわれ、不ᩚ⬦がฟることもあります。そのため体重はṇᖖで

あっても、⾑ᾮ᳨ᰝや心㟁ᅗ᳨ᰝをする必要があります。

心理的には、体重ḟ➨で自ᕫホ౯が変わったり、気分がᾋきỿࡳしたりすることがありま

す。1��J でも体重がቑえると、生きている౯್が↓いと思ったりしてしまいます。また、

Ⓑもᙉく、少しでも体重がቑえるとኻᩋだと考えるഴྥがあります。過食の後は⫧‶感

や⑂ປ感から学ᰯやに行けなくなったり、過食௦に多㢠のお㔠がかかったりするな、

生活㠃にも悪ᙳ㡪がฟることが少なくありません。 

 ຍえて、⚄⤒性過食症には、ᢚうつ障害やࢽࣃッࢡ症、ルࢥールやそのの⸆≀の≀㉁

用障害（用・౫Ꮡ）なさまࡊまな⢭⚄患がేᏑすることがあります。ࣃーࢸࣜࢼࢯ

障害のేᏑも多く見られます。過食は㍍減しても、㣧ࢸࣜࢼࢯーࣃ障害⩌、≉にቃ⏺性

㓇㔞がቑえる場合もあるので、症状の体ീをとらえて治療ィ⏬を❧てることが重要です。 

 

ⅲ）そのの摂食障害 
 そのの摂食障害には、ᅇ㑊・制限性食≀摂ྲྀ症、過食性障害、≉定不能の摂食障害な

があります。 

 ᅇ㑊・制限性食≀摂ྲྀ症は、ᆺ的にはᑠඣᮇにⓎ症しますが、思ᮇ、㟷ᖺᮇ、ᡂᖺに

も見られる患です。ごく少㔞しか食べなかったり、≉定の食≀を食べるのを㑊けたりしま

す。食㔞があまりに少ないために体重が大ᖜに減る、もしくはணされる㏻りのᡂ㛗がࡳ

られないことがあります。⚄⤒性やせ症との㐪いは、体重や体ᆺへのこだわりがࡳられない

ことです。ᅇ㑊・制限性食≀摂ྲྀ症は、もともとᗂඣᮇやᑠඣᮇの့⫱障害として分㢮され

ていたもので、体重体ᆺへのこだわりがないという点でᆺ的な摂食障害とは㐪っていま

す。しかし、ᰤ㣴不Ⰻややせを᮶すため、やせ㢪ᮃ・⫧‶恐怖を表にฟさない⚄⤒性やせ症

と༊ูすることが難しい場合や、㏵୰から⚄⤒性やせ症に⛣行するようながあり、注意が

必要です。 

 過食性障害は、⚄⤒性過食症とྠ様の過食（ࡴちࡷ食い）がありますが、嘔吐や下剤の

用なの௦ൾ行動がなく、⫧‶のேが多いのが≉ᚩです。 

 ≉定不能の摂食障害は、ୖ記の⚄⤒性やせ症や⚄⤒性過食症の診᩿基‽をには‶た

さなくとも、その୍㒊の≉ᚩを示す場合です。 

 ᑦ、ᆺ的な摂食障害でもそのの摂食障害でも、拒食と過食を⧞り㏉し、診᩿が⛣行す

ることが多く見られます。 

 

                       

 
 

ϩ）ᦤ㣗㞀ᐖのᏛ 

 
ⅰ）ᖺ㱋と性ู 
摂食障害はⱝᖺዪ性の᭷病⋡が㧗いことが▱られています。日本でも � が 1� ௦から 3�

௦のዪ性とされています。しかし、⏨性や୰㧗ᖺの患者さんもỴして少なくありません。ⱝ

いこࢁにⓎ症して治らないままᖺ᭶がたち、୰㧗ᖺになる場合も多々あります。摂食障害は

⏨ዪၥわず、てのᖺ௦で、ㄡでも⨯りうる病気です。 

 

ⅱ）᭷病⋡ 
患者ᩘはඛ進ᅜに多く、᭱ ㏆のㄪᰝで日本の᭷病⋡はḢ⡿に༉ᩛする㧗さです。⡿ᅜの୍

⯡ேཱྀにおける⚄⤒性やせ症の生ᾭ᭷病⋡は、ᡂேዪ性で ���㸣、ᡂே⏨性で ��3㸣、13㹼1�

ṓの⏨ዪで ��3㸣とゝわれています。ྠ様に、⡿ᅜ・Ḣᕞの⚄⤒性過食症の生ᾭ᭷病⋡は、

ዪ性で ���㹼1��㸣、⏨性で ��1㹼���㸣と報࿌されています。 

 

ⅲ）⤒過とண後について 
⚄⤒性やせ症の患者さんは、自分が病気にかかっているという認㆑にஈしく、受診するの

が㐜れがちです。ᴟ➃に体重が低下してから受診する場合や、㌟ᛰ感、↓᭶⤒、౽⛎な

の症状をッえて非ᑓ㛛་を受診することもあります。⤒過は」㞧です。はじめは௦ൾ行ู

動をకわない摂食制限ᆺの⚄⤒性やせ症であったのが、㏵୰から過食とฟをకう過食

ฟᆺの⚄⤒性やせ症や⚄⤒性過食症に⛣行することもよくあります。体重や᭶⤒、さらに、

認▱㠃もྵめたᅇにはᖺ単のᮇ㛫がかかることもあります。Ṛஸ⋡は �㹼2�㸣で、

の⢭⚄患より㧗く、ᴟ度の低ᰤ㣴に起ᅉする⾶ᙅṚ、不ᩚ⬦、感ᰁ症、自ẅなが主な

要ᅉとされていいます。ண後不ⰋᅉᏊとして、過食嘔吐、下剤用や⨯病ᮇ㛫の㛗さなが

ᣲࡆられており、早ᮇの入がᮃまれます。 

⚄⤒性過食症は、⚄⤒性やせ症の⤒過୰に過食がጞまり、⚄⤒性過食症の診᩿基‽にᙜて

はまる状態となる場合もありますが、⚄⤒性やせ症の診᩿基‽は‶たさない㍍いダイエッ

トからጞまる場合もあります。୍ 方、ᢚうつ状態の⤒過୰に過食嘔吐が激しくなる場合もあ

ります。▷ᮇ㛫でⰋくなる場合もありますが、៏ 性化する場合もあります。௦ൾ行動が重症

の場合は៏性化しやすく、㌟体症状もᙉいため、心㌟୧㠃からの治療がḞかせません。患者

さんは、過食や嘔吐を病気だとは認㆑していない場合も多く、過食と௦ൾ行動の悪ᚠ⎔が⩦

័化する前に受診するように勧めることが大ษです。 
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Ⅲ）⒪࡚࠸ࡘ 

 
ⅰ）⚄⤒性やせ症の治療 

治療は、食行動のᨵၿ、それにకう㌟体㠃のᨵၿ（体重ቑຍや᭶⤒のᅇ）にຍえて、೫

った考え方のᨵၿ、学ᰯや⫋場で過ごしやすくなることな心理㠃のᡂ㛗を目ᶆとします。

認▱行動療法、家族療法なの心理療法が᭷ຠとされています。⸆≀療法としては୍㒊のྥ

⢭⚄⸆が೫った考えなをᰂらかくするかもしれませんが、⸆≀療法だけではၥ㢟は解Ỵ

しないことがとんです。 

患者さんは受診に✚ᴟ的ではない場合もあり、ご家族に㐃れられて受診することが多い

ものです。低ᰤ㣴による㌟体・心理㠃への悪ᙳ㡪のᩍ⫱は、治療動機を㧗めるためにきわめ

て重要となります。そのୖで、食はつ๎ṇしい摂ྲྀを促し、少㔞よりẁ㝵的にቑ㔞します。

ᴟ➃な食制限をしている場合には、ᙜ㠃はᰤ㣴ࣛࣂンࢫにこだわらず、食べられるものを

ቑやすᣦ導を行うこともあります。それらにకい様々なⴱ⸨やᢠが生じるため、ᨭ持的な

 。も必要です。家ᗞや学ᰯの༠ຊも不可Ḟとなりますࢣ

食を摂ྲྀしても急激に体重がቑຍしないことを診ᐹでともに☜認し⧞り㏉しᐇ感して

もらうことも、考え方や≀のとらえ方（認▱）のಟṇには大ษです。また、ᰤ㣴療法によ

り㣚㣹による心㌟への悪ᙳ㡪（㣚㣹症ೃ⩌）がᨵၿされると、㌟体㠃のࡳならず認▱㠃のᨵ

ၿがしࡤしࡤ見られるため、その点も患者さんに伝えます。 

対ே㛵ಀや家族㛵ಀにၥ㢟を抱えている場合も多く、これらのㄪᩚは♫会㐺応を促進す

るୖで必要です。 

 ୍⯡にまずはእ᮶治療で治療を行いますが、低体重が著しい場合や❧ちୖがったり㝵ẁ

をⓏれなかったりといった体がᴟ➃にᙅっている場合、このか体重が急に減った場合や、

㟁解㉁␗ᖖなの体の␗ᖖ・⢭⚄症状がᙉい場合なに、入院が必要になることがあります。

また、እ᮶治療でᨵၿが見られない場合は、患者さん・ご家族と┦ㄯのୖ、入院治療が行わ

れます。 

 

ⅱ）⚄⤒性過食症の治療 
治療には、過食嘔吐を減らし、うつや自ಙの↓さをᨵၿし、⫋場での生活をຓけるない

くつかの㍈があります。ご本ேはࠕ過食をやめたいࠖとᕼᮃすることが多いですが、過食以

እがとん⤯食の状態で過食をやめるのは難しいことです。᭱ ึはࠕ過食ࣟࢮ よࠖりも、

食のつ๎性やࢥントࣟール感をྲྀりᡠすことを目ᣦします。このために、ẖ日の生活ࢱࣃ

ーンをᢕᥱし、生活の࣒ࣜࢬをỴめます。そのୖで、⸆≀療法、心理療法（認▱行動療法な

 。を行います（

⸆≀としては、665,（注）なのᢠうつ剤が過食嘔吐を減らすຠᯝがあるとゝわれていま

す。ただし、㛗ᮇのຠᯝについては不明で、⸆≀だけでの治は困難だと考えられています。 

認▱行動療法もຠᯝがあります。これは、症状やその背景の気持ちを患者さんが記㘓し、

それを᳨ウしながら、症状ࢥントࣟールについて考えていくものです。 

                       

 
 

እ᮶での治療が基本ですが、生活࣒ࣜࢬをᨵၿできない場合、㌟体症状がᙉい、うつが

ᙉく、⸆≀ㄪᩚをしたり㛢㙐病Ჷで治療をしたりする方がⰋい場合は入院治療を行う場合

もあります。 

注：㑅ᢥ的ࣟࢭトࢽンྲྀり㎸ࡳ㜼害剤とゝわれるᢠうつ剤で、ᚑ᮶のᢠうつ剤よりస

用が少ないとゝわれています。 
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➨ � ❶ 相談ࡿࡅཷࢆ࣭ࡇࡃ⪺␃ពࡇࡿࡍ 

 
 摂食障害の┦ㄯを受ける際には、摂食障害の┦ㄯの≉ᚩと、㟁話や࣓ール┦ㄯの≉ᚩとの

୧方を㋃まえておくことが必要となります。それࡒれの≉ᚩと␃意点を以下にิᣲします。 

 

Ϩ）ᦤ㣗㞀ᐖの相談の≉ᚩ 

1㸬 ご家族からの┦ㄯが多い 

摂食障害の┦ㄯでは、患者さんを心配するご家族からの┦ㄯが多いのが≉ᚩです。 

2㸬 患者さんからの┦ㄯでは、治療への୧౯性やࣔ࣋ࢳーࣙࢩンに␃意が必要 

┦ㄯ者の୰に、治りたい気持ちと治すのが怖い気持ちの୧方があることに␃意すること

が必要です。 

3㸬 受診┦ㄯが多い 

㐺ษな་療機㛵へ⤂を求められることが多い୍方で、前་や་療体制について不‶を

抱いていることも多く見受けられます。 

4㸬 緊急性の見ᴟめが必要 

≉に⚄⤒性やせ症はṚஸ⋡も㧗く命に㛵わる患ですが、患者さん自㌟にその認㆑がஈ

しい場合も多く、危機入が必要となることがあります。 

 
ϩ）㟁ヰ相談の≉ᚩ対応ࠊὀពⅬ 

 
ⅰ）㟁話┦ㄯの≉ᚩ 

㟁話での┦ㄯには下記のような≉ᚩがあります。  

ʀ ༶性・౽性：┦ㄯ者は、いつでも自分のዲきなにዲきな場ᡤから┦ㄯできるᡭ㍍

さがあり、これが᭱大の࣓ࣜットです。受診への㏞いやためらいがある方な、་療機

㛵につながりにくい方からの┦ㄯもよくあります。 

ʀ ༏ྡ性：༏ྡでの┦ㄯは、安心して自分のことをㄒることができる点がある୍方で、

ၥ㢟のある┦ㄯ態度もᣍきやすく、⥅⥆的な࢛ࣟࣇーは難しいというḞ点があります。 

 

ⅱ）対応の基本ጼໃ 
ୖ記の≉ᚩを㋃まえ、┦ㄯの大ᯟとしては、㟁話┦ㄯの目的や困っていることを☜認し、

その目的にかなうような情報㞟を✚ᴟ的に行いながら、必要な対応（情報ᥦ౪や病院⤂

な）を行う必要があります。その際の基本的な態度としては、 かい㞺ᅖ気で、受ᐜ的・

共感的なጼໃで話を⪺くことが大ษです。≉に患者さんの場合には、㟁話をかけてきたこと

をࡂࡡらい、治療やᅇに対して前ྥきな態度を⛠㈶しつつ、治療へのࣔ࣋ࢳーࣙࢩンを㧗

める対応が必要です。┦ㄯ者がこちらをಙ㢗できるᑓ㛛家と感じなけれࡤ、ᐇ際の受診につ

ながりません。 

 

                       

 
 

ⅲ）話の⪺き方 
┦ㄯがጞまった┤後から▮⥅ࡂ早に㉁ၥするのは、ᮃましくありません。まずはࠕᚚ┦ㄯ

いただきありがとうごࡊいますࠖと感ㅰのゝⴥを㏙べたୖで、ࠕ今日はのようなことでお

困りでしょうか㸽 とࠖいうように、自⏤に⟅えられるၥいかけから入ってください。ある⛬

度話が進んだとこࢁで、ᚎ々に情報㞟を行いましょう。 

┦ㄯを受ける際には共感的態度が大ษです。あい࡙ちをᡴったり（ࠕええ それで㸽ࠕࠖ、 ）ࠖ、

┦ᡭのゝⴥを反したり（ࠕ㹼なのですࡡ ࡡ㹼と感じるのですࠕࠖ ）ࠖ、要⣙したり（ࠕお話を

まとめると㹼ということですࡡ ）ࠖすることで話を⪺いてもらったというᐇ感が持てます。

さらに、ࠕ㹼がとてもつらい（ᝒしい）のですࠖࡡというように気持ちを表すゝⴥを⧞り㏉

すと、自分のጼを㙾にᫎすように、自分の気持ちを見つめ┤す機会が生まれます。 

摂食障害の┦ㄯをいつも受けているようなࣛࢸ࣋ンであれࡤ、状ἣに応じてᰂ㌾に対応

できるでしょう。しかし⤒㦂が少ない┦ㄯ者でも対応できるよう、➨㸲❶によくある㉁ၥへ

の対応の要点を示しました。 

┦ㄯ者のၥ㢟点をᣦしたり、ᢈุしたりすることは᥍えましょう。┦ㄯ者がⴎ⦰して受

診を恐れたり、ᅇ㑊したりしてしまうことになりかࡡません。 

 

ⅳ）話を⪺きすࡂない 
 ▩┪しているようですが、㟁話┦ㄯでは↓制限に話を⪺きすࡂないようにしましょう。話

すだけですっきりしてしまうとᐇ際の受診につながらず、ḟに困ったときにྠじような㟁

話をしてくるだけになるからです。えࡤより㐺ษなࣂࢻイࢫをᚓるために་療機㛵へ

の受診を勧めることや、┦ㄯ㛫の制限をタけることも᭷ຠです（2�1� ᖺ度ᮎまでの┦ㄯ

のᖹᆒ㛫は⣙ 1� 分です。なるべく 3� 分以ෆの┦ㄯにとめ、んなに㛗くても 1 㛫

を㉸えないようにしましょう）。 

 

ϼ）┦ㄯで伝えるべき᭱も重要なこと 
┦ㄯ者に安心してもらうために、ḟのことを伝えます。 

ʀ ┦ㄯෆᐜの⛎ᐦはᏲられること 

ʀ 治療できる་療機㛵は」ᩘᏑ在し、┦ㄯ者がᕼᮃすれࡤෆできること 

ʀ ᅇは可能であり、ᐇ際にᅇしているேはἑᒣいること（しかし⡆単に治るかのよう

に話すことはៅࡴべきです） 

 

Ⅲ）࣓࣮ࣝ相談の≉ᚩ対応ࠊὀពⅬ 

࣓ールによる┦ㄯは患者さん本ேまたはご家族からのものが୰心になります。そのෆᐜ

は基本的には病気を治したいという┦ㄯが୰心です。また、患者さんにせよご家族にせよ、

苦しࡳをㄡかに⪺いてもらいたいという気持ちで࣓ールしてくることもしࡤしࡤです。㛗

さに㛵しては、症状や過ཤの病Ṕをヲ⣽に᭩いてあるものから、んの 1 行で⤊わっている

ものまで、様々になります。 
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 ┦ㄯを受けるഃとしての点は、ある⛬度考えたりࢱࢫッࣇ㛫で┦ㄯしたりしてから㏉

ಙできる㛫のవ⿱を持てることです。┦ㄯ者の❧場からすると、㟁話よりも༏ྡ性と㊥㞳

をಖったまま┦ㄯできることが㨩ຊとなります。インࢱーࢿットでのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン

に័れたⱝいୡ௦では、࣓ールの方が┦ㄯしやすいと感じるかもしれません。 

しかし┦ㄯ者が気持ちをⓎᩓするだけでၥ㢟の解Ỵにつながらないような態に㝗るの

は㑊けたいとこࢁです。要㡿をᚓない࣓ールの行き᮶を⧞り㏉すのも㑊けましょう。 

㏉ಙにあたっては、患者さんまたはご家族が病気により苦しんでいることに対する共感、

しい患者さん、ご家族を理解してࡳらいのゝⴥを必ず添えるようにしましょう。苦しࡂࡡ

にとってᩆいとなるはずです。 

 

ⅰ）状ἣや目的の明☜な࣓ールへの㏉ಙ 
 現在の状ἣや目的が明☜に᭩かれた࣓ールの場合、୍度㏉ಙすれࡤ⤖するでしょう。 

えࡤ、体重がṇᖖ⠊ᅖෆで㌟体的ၥ㢟が少なく、ᨭࢭンࢱーのᏑ在する自治体ෆにఫん

でいる摂食障害患者さんからの受診ඛをᩍえてしいというᕼᮃであれࡤ、ೃ⿵となる་

療機㛵のྡ前と㐃⤡ඛをᩍえれࡤよいはずです。 

 

ⅱ）㟁話┦ㄯへの⛣行 
 しかし基本的な情報や┦ㄯの目的がはっきりしないこともしࡤしࡤです。その場合の対

応として、㟁話┦ㄯにつなࡆることがまず考えられます。その場で現在の状ἣやᕼᮃを⪺き

ながら㐺ษな対応ができる࣓ࣜットを説明して、㟁話┦ㄯへの⛣行を促してࡳましょう。 

ただし、࣓ ール┦ㄯを行っているᨭࢭンࢱーでは、┦ㄯの❆ཱྀとして㟁話も用意してい

ます。そのୖであえて࣓ールを㑅ᢥした┦ㄯ者は、㟁話┦ㄯの㛫ᖏに➼の㒔合で㟁話

できない、あるいは┤᥋話すことにᢠを感じているといった情があるのかもしれませ

ん。患者さんがそࡤにいるため㟁話ができないご家族もいます。㟁話┦ㄯへの⛣行を勧めて

も、いつもうまくいくとは限りません。㟁話へのᢠ感もありᚓる以ୖ、࣓ ールのẁ㝵で話

しやすそうだ、話を⪺いてもらえそうだという༳㇟を┦ㄯ者に持ってもらうことが大ษで

す。その意でඛ㏙べた共感、ࡂࡡらいのゝⴥが重要な意を持ってくるでしょう。ึ

めから㟁話と࣓ールのちらをᕼᮃするか、ᑜࡡてࡳることも୍です。 

 

ⅲ）࣓ールでの㋃ࡳ㎸んだ┦ㄯ 
 㟁話でなく࣓ールでの┦ㄯを⥆けることをᕼᮃした場合、あるいはᨭࢭンࢱーの⤫୍

した方㔪として࣓ールでの対応を㑅ᢥする場合、不㊊している情報をᕪᨭえのない⠊ᅖで

ᩍえてもらうように㏉ಙしましょう。㌟㛗と体重、ᖺ㱋、症状、ᒃఫᆅᇦは≉に重要な情報

となります。はっきりと㉁ၥ㡯目をิᣲしないと、とりとめのない࣓ールをఱ度もやりྲྀり

することになりかࡡないので気をけてください。 

 患者さんからの病気を治したいという┦ㄯは、་療機㛵を受診したいというものと、་療

機㛵にかかりたくはないが自ຊでఱとかしたいというものに大ูされます。ᅇ⟅のᐇ際は

                       

 
 

㟁話┦ㄯと基本的にྠじです。་療機㛵の受診に㛵してはྛᨭࢭンࢱーの病院⤂のὶ

れにᚑえࡤよいでしょう。自ຊでఱとかしたいという┦ㄯについては、㟁話┦ㄯの場合とྠ

じく、つ๎ṇしい食をとることや、食記㘓をとること、なのᥦをしてࡳます。しࡤ

らくやってຠᯝがなけれࡤ㐺ษな་療機㛵をෆすると、必ずけຍえておきましょう。低

体重では自ຊでのᨵၿはさらに難しくなることもはっきり伝えなけれࡤなりません。 

ご家族からの┦ㄯとしてよくあるのは、ࠕう᥋していいかわからない 病院にかかっࠕࠖ、

てくれない なࠖです。これらについても、ご家族ྥけ㟁話┦ㄯの㡯で説明しているやり方

で対応できるはずです。 

 

ⅳ）㟁話┦ㄯを促す㏉ಙの要点  
下記のෆᐜを┒り㎸ࡳましょう。 

ʀ ࣓ール、┦ㄯへのお♩ 

ʀ ┦ㄯෆᐜへの共感やࡂࡡらいのゝⴥ 

・㎞い思いへの共感ࠕ大変つらい思いをされていることとおᐹしいたしますࠖ➼ 

・┦ㄯへの㌋㌉の気持ちに共感するࠕ┦ㄯには㌋㌉なさったかもしれませんࠖࡡ➼ 

ʀ 㟁話の促し： 

・┦ㄯをすすめるために気持ちを理解したいことを伝える 

・࣓ールでは難しい（わかりにくい）㠃もあることを伝える 

・┦ᡭの状ἣに配慮しつつ、୍度お㟁話いただけないかとᑜࡡる 

ʀ 㟁話␒ྕと┦ㄯ可能日を明記する 

 

ϼ）情報㔞が少ない࣓ールへの㏉ಙの要点 
下記のෆᐜを┒り㎸ࡳましょう 

ʀ ࣓ール、┦ㄯへのお♩ 

ʀ 症状に困っていることへの共感や┦ㄯしたことへのࡂࡡらいのゝⴥ 

ʀ ᨭするために情報をᚓたいので、ᕪしᨭえない⠊ᅖでᩍえていただきたいという౫㢗 

ʀ ᩍえていただきたい情報のࣜࢫト 

�） ᖺ㱋 

�） ㌟㛗、体重 

�） ⫋ᴗ  

�） ≉に困っている症状 

�） ་療機㛵に㏻院୰かうか 

�） ་療機㛵の⤂をᕼᮃされるか 

�） おఫまいの㒔㐨ᗓ┴、ᕷ⏫ᮧ（㐺ษな་療機㛵をご⤂できるよううかがっています） 

 のゝⴥࡧ⤖・

㐺ษな㏉ಙをするうえで情報が必要であることと、㏉をおᚅちしていることを伝える 
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ご家族からの┦ㄯとしてよくあるのは、ࠕう᥋していいかわからない 病院にかかっࠕࠖ、

てくれない なࠖです。これらについても、ご家族ྥけ㟁話┦ㄯの㡯で説明しているやり方

で対応できるはずです。 

 

ⅳ）㟁話┦ㄯを促す㏉ಙの要点  
下記のෆᐜを┒り㎸ࡳましょう。 

ʀ ࣓ール、┦ㄯへのお♩ 
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 のゝⴥࡧ⤖・
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Ͻ）過食嘔吐をやめたいという┦ㄯへの㏉ಙの要点（≉に受診ᕼᮃがない場合） 

ʀ ࣓ール、┦ㄯへのお♩ 

ʀ 過食がやめられない㎞さへの共感 

ʀ 過食をとめる方法についての୍⯡的なࣂࢻイ4→ࢫ	$ を参↷ 

ʀ そのようなやり方をヨしてࡳてもうまくいかなかた場合は、またご㐃⤡ḧしいこと 

ʀ おఫまいのᆅᇦをᩍえていただけれࡤ、摂食障害の治療を行っている་療機㛵の⤂が

可能なこと 

ʀ ⤖ࡧのゝⴥ 

ࠖ。ᖾいですࡤ情報が┦ㄯ者様のᅇにとって少しでもおᙺに❧てࠕ  

ࠖ。くださいࡡいましたら㐲慮なくおᑜࡊごఱかご不明の点なࠕ な 

  

ϫ）ሗ㞟 

 基本的には、㘓㸯ࠕ┦ㄯ記㘓࢛ࣇー࣒ࠖを参↷に下記の情報を㞟します。 

⪺きὤらしのないようにするためは、┦ㄯಶ⚊をᡭඖに⨨いて、࢙ࢳッࢡしながら⪺くとよ

いでしょう。しかし┦ㄯ者が話したくないと拒んだには、あまり㋃ࡳ㎸まないでおいて

ください。こちらから୍方的に㉁ၥするのではなく、┦ㄯの୰で自↛にᑜࡡたり、┦ㄯの目

的のために必要であることを説明したりしながらᑜࡡることが大ษです。 

 

࠙情報㞟のෆᐜࠚ 

ʀ ᖺ㱋、性ู、㌟㛗、体重 

ʀ ఫまい（««༊、««ᕷ） 

ʀ 患者のᒓ性（学生、ᑵປ୰、主፬な） 

ʀ 食行動␗ᖖのᐇ態（やせ、食制限、過食、ฟ行Ⅽ、過活動な） 

ʀ 体の症状、⢭⚄症状（⾶ᙅ、⢭⚄不安定、ࡦきこもり） 

ʀ 行動ୖのၥ㢟の᭷↓（万引き、自യ、自ẅᅗ、≀㉁用、ᭀຊな） 

ʀ ేᏑ患の᭷↓（うつ、不安、Ⓨ㐩障害、ルࢥール౫Ꮡな） 

ʀ 摂食障害の受診状ἣ 

ʀ 家族との㛵ಀ、家族の対応（┦ㄯ者が患者の場合） 
 
Ϭ）⥭ᛴᛶのᰝᐃ対応 

患者さんの体ຊ低下が著しい場合、自യ・自ẅᅗなの危険性がᕪし㏕っている場合は、

緊急の対応が必要です。患者さんからの┦ㄯで状ἣがษ㏕していたら、ご家族に᭰わっても

らう、ご家族の㐃⤡ඛをᩍえてもらうといった対応が必要になる可能性もあります。ご家族

に緊急性のุ᩿基‽を伝えることも重要です。 

≉に %0, 14 ᮍ‶（ᑠ学生ではᡂ㛗᭤⥺から明らかにእれる場合）は་療機㛵の受診をᙉ

く勧める必要があります。しかし㧗ᅽ的に命௧するような態度は㑊け、あくまで┦ㄯ者を心

配していること、㌟体の状態をṇ☜にㄪべるには་療機㛵を受診する必要があることをᙉ

                       

 
 

ㄪしましょう。 

自യを⧞り㏉す場合、ᕪし㏕って自ẅしたい気持ちをッえる場合には⢭⚄⛉受診を勧め

て下さい。 

さらに、表 2 のような㌟体症状や行動のいずれかが見られた場合は、早急な་療的ฎ⨨が

必要です。生命の危険が㧗いと思われる場合には、ᆅᇦのᩆ急་療との㐃ᦠも᳨ウします。

入院や活動制限の目安は表 3 に示しています。 

 

表㸰：緊急の་療的ฎ⨨が必要なࢧイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸨 注意：体 ・⾑ᅽ・⬦ᢿは、ᶓになって安㟼にして るように伝えます。ᗙってᅗると

㧗めにฟることがあるので注意すること。 

㸨ࠕエキࣃࢫートࢥンࢭンࢫࢧによる摂食障害に㛵する学ᰯと་療のよりⰋい㐃ᦠのため

の対応ᣦ㔪ࠖより୍㒊ᨵ変 

 

  

急激なやせの進行 

意㆑障害（ࡰんやりする、記㖭ຊ低下な） 

 ఱも食べないとん

 ఱも㣧まないとん

低体 （体 が ��Υᮍ‶）㸨注 

低⾑ᅽ（⮩⦰ᮇ⾑ᅽୖࠓの⾑ᅽࠔが ��PP+J 以下）㸨注 

ᚎ⬦（⬦ᢿが ���分ᮍ‶）㸨注 

不ᩚ⬦がある 

著しい⬺Ỉ（ཱྀの୰が⇱している、ᒀがฟないな） 

著しい➽ຊの低下（᳔Ꮚから❧ちୖがれない、㝵ẁをⓏれないな） 

 らつき㌿ಽࡩ

ᙉい⭡③ 

ᾋ⭘（ࡴくࡳがࡦい） 

低⾑⢾症（Ⓨờ、ࡰんやりする） 
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表㸱：やせと活動制限の目安（�� ṓ以ୖ） 
 

㸣ᶆ‽体重

（ᖹ⏣法） 

㌟㛗 1�� の 

場合の体重 

㌟体状ἣ 活動制限 

�� ᮍ‶ 2��3 NJ 

 

ෆ⛉的合ే症の 
可能性が㧗い 

入院によるᰤ㣴療法の⤯対㐺応

���以下の患者の ���に低⾑⢾に

よる意㆑障害 

��a�� 2��3a34�� NJ ᭱低限の日ᖖ生

活にもᨭ障があ

る 

入院によるᰤ㣴療法が㐺ษ 

・୍⯡に摂食のࡳによる体重ቑຍ

は困難 

・日ᖖ生活にᨭ障が多く、㌿ಽ➼の

危険あり 

��a�� 34��a3��2 NJ ㍍ປసの日ᖖ生

活にもᨭ障があ

る 

自Ꮿ療㣴がᮃましい 

・ᑵ学・ᑵປは㑊けるべき 

・あえてᕼᮃする場合は対応が必

要（㏻学のき添い、ฟᖍ㛫の

▷⦰、㝸日㏻学、ಖ健ᐊでのᤕ食・

体⫱⚗Ṇ、▷⦰ົな） 

��a�� 3��2a3���  ㍍ປసの日ᖖ生

活は可能 
ᑵປきᑵ学・ᑵປのチ可 

・激しい㐠動や重ປస⚗Ṇ（ỈὋ、

㛗㊥㞳㉮、㐲㊊、Ⓩᒣ、体⫱会⣔ࢡ

 （➼活動ࣈࣛ

�� 以ୖ 3��� a ㏻ᖖの日ᖖ生活

は可能 
ᑵ学・ᑵປのチ可 

・重ປసの㌟体活動を状ἣに応じ

てチ可 

 

㸨ࠕ⚄⤒性食ḧ不症のプࣛイࢣ࣐ࣜのための࢞イࣛࢻインࠖ2��� より。୍㒊ᨵ変。 

㸨 注意：あくまで 1� ṓ以ୖの目安です。�� ṓ以下の場合はᡂ㛗᭤⥺を☜認しましょう。 

 

ᖹ⏣法によるᶆ‽体重のィ⟬法 

㌟㛗 ᶆ‽体重 

1�� 以ୖ （㌟㛗 FP�1��）���� 

1�� a1��  （㌟㛗 FP�1��）���4��� 

1�� 以下 （㌟㛗 FP�1��） 

  

                       

 
 

➨ � ❶  ᇶᮏⓗ࡞対応࡚࠸ࡘ 

 

Ϩ）ཷデ相談㝔⤂࡚࠸ࡘ  

ポイント：ᆅᇦにおける㐺ษな་療機㛵の受診を勧める 
 受診┦ㄯにおいては、┦ㄯ者の状態とᒃఫᆅᇦを考慮して、ᆅᇦにおける㐺ษな་療機㛵

の受診を勧めることが必要となります。そのᆅᇦの情にあった⤂ඛのࣜࢫトや⤂の

ᡭ㡰のࣗࢽ࣐ルを用意しておくことが大ษです。㟁話をしてこられた患者さんやご家族

がそれ以ୖの病院᥈しをしないで῭ࡴように、ල体的な病院ྡをᣲࡆられるようにしてお

きます。なお、の㒔㐨ᗓ┴➼の㐲方からの┦ㄯに対しては、ᨭࢭンࢱーがࣂ࢝ーするᆅ

ᇦの⠊ᅖ（基本的には┴ෆ）をお伝えし、おఫいのᆅᇦの⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱーにも┦ㄯす

るように勧めましょう。 

 

ϩ）ᝈ⪅ࢇࡉからの相談への対応 

 ࡿࡵ〕࡚ࡋᅇへの୍Ṍࠖࠕࢆࡇࡓࡋ相談࣮ࢱࣥࢭ㸸ᨭࢺ࣏ࣥ 

摂食障害患者さんはしࡤしࡤ病気であるという自ぬが少なく、治療を拒ࡴことがありま

す。ᨭࢭンࢱーに㐃⤡をྲྀり、┦ㄯをするということは、自分の状態は病気ではないか、

治療しなけれࡤならないのではないか、と考えጞめているということであり、ᅇへの㐨を

Ṍࡳጞめているとゝっていいでしょう。ࡦࡐその点をᙉㄪして〔めてあࡆてください。 

しかし✚ᴟ的に治療をするべきかうか㏞っていることも多く、ៅ重に対応する必要が

あります。また、不安がᙉく、気持ちの落ち㎸ࡳをకうことも多いので、᥋し方には注意が

必要です。┦ㄯの基本ጼໃ、⪺きྲྀるべき情報、重症度・緊急性のุ᩿なは、の❶に示

す㏻りの対応を心がけてください。ここでは患者さんからしࡤしࡤ㉁ၥされることにう

対応したらよいかを୰心に㏙べることにします。 

 

ⅰ）診᩿について 
 ポイント：་ᖌではないࢥーࢿࢹーࢱーの限⏺を伝える 
      ṇ☜な診᩿を▱るための受診を勧める 
┦、は摂食障害なのでしょうか㸽ࠖという㉁ၥを受けることはよくあります。しかし⚾ࠕ 

ㄯを受けるࢥーࢿࢹーࢱーは་ᖌではありませんし、┤᥋診ᐹをしているわけでもあり

ませんから、診᩿を下すことはできません。前ᥦとしてその限⏺は話しておきましょう。⪺

きྲྀった症状から摂食障害の可能性があることを伝え、ṇ☜な診᩿を▱りたいのであれࡤ

་療機㛵で診ᐹを受ける必要があることを伝えて、受診を勧めましょう。 
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表㸱：やせと活動制限の目安（�� ṓ以ୖ） 
 

㸣ᶆ‽体重

（ᖹ⏣法） 

㌟㛗 1�� の 

場合の体重 

㌟体状ἣ 活動制限 

�� ᮍ‶ 2��3 NJ 

 

ෆ⛉的合ే症の 
可能性が㧗い 

入院によるᰤ㣴療法の⤯対㐺応

���以下の患者の ���に低⾑⢾に

よる意㆑障害 

��a�� 2��3a34�� NJ ᭱低限の日ᖖ生

活にもᨭ障があ

る 

入院によるᰤ㣴療法が㐺ษ 

・୍⯡に摂食のࡳによる体重ቑຍ

は困難 

・日ᖖ生活にᨭ障が多く、㌿ಽ➼の

危険あり 

��a�� 34��a3��2 NJ ㍍ປసの日ᖖ生

活にもᨭ障があ

る 

自Ꮿ療㣴がᮃましい 

・ᑵ学・ᑵປは㑊けるべき 

・あえてᕼᮃする場合は対応が必

要（㏻学のき添い、ฟᖍ㛫の

▷⦰、㝸日㏻学、ಖ健ᐊでのᤕ食・

体⫱⚗Ṇ、▷⦰ົな） 

��a�� 3��2a3���  ㍍ປసの日ᖖ生

活は可能 
ᑵປきᑵ学・ᑵປのチ可 

・激しい㐠動や重ປస⚗Ṇ（ỈὋ、

㛗㊥㞳㉮、㐲㊊、Ⓩᒣ、体⫱会⣔ࢡ

 （➼活動ࣈࣛ

�� 以ୖ 3��� a ㏻ᖖの日ᖖ生活

は可能 
ᑵ学・ᑵປのチ可 

・重ປసの㌟体活動を状ἣに応じ

てチ可 

 

㸨ࠕ⚄⤒性食ḧ不症のプࣛイࢣ࣐ࣜのための࢞イࣛࢻインࠖ2��� より。୍㒊ᨵ変。 

㸨 注意：あくまで 1� ṓ以ୖの目安です。�� ṓ以下の場合はᡂ㛗᭤⥺を☜認しましょう。 

 

ᖹ⏣法によるᶆ‽体重のィ⟬法 

㌟㛗 ᶆ‽体重 

1�� 以ୖ （㌟㛗 FP�1��）���� 

1�� a1��  （㌟㛗 FP�1��）���4��� 

1�� 以下 （㌟㛗 FP�1��） 

  

                       

 
 

➨ � ❶  ᇶᮏⓗ࡞対応࡚࠸ࡘ 

 

Ϩ）ཷデ相談㝔⤂࡚࠸ࡘ  

ポイント：ᆅᇦにおける㐺ษな་療機㛵の受診を勧める 
 受診┦ㄯにおいては、┦ㄯ者の状態とᒃఫᆅᇦを考慮して、ᆅᇦにおける㐺ษな་療機㛵

の受診を勧めることが必要となります。そのᆅᇦの情にあった⤂ඛのࣜࢫトや⤂の

ᡭ㡰のࣗࢽ࣐ルを用意しておくことが大ษです。㟁話をしてこられた患者さんやご家族

がそれ以ୖの病院᥈しをしないで῭ࡴように、ල体的な病院ྡをᣲࡆられるようにしてお

きます。なお、の㒔㐨ᗓ┴➼の㐲方からの┦ㄯに対しては、ᨭࢭンࢱーがࣂ࢝ーするᆅ

ᇦの⠊ᅖ（基本的には┴ෆ）をお伝えし、おఫいのᆅᇦの⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱーにも┦ㄯす

るように勧めましょう。 

 

ϩ）ᝈ⪅ࢇࡉからの相談への対応 

 ࡿࡵ〕࡚ࡋᅇへの୍Ṍࠖࠕࢆࡇࡓࡋ相談࣮ࢱࣥࢭ㸸ᨭࢺ࣏ࣥ 

摂食障害患者さんはしࡤしࡤ病気であるという自ぬが少なく、治療を拒ࡴことがありま

す。ᨭࢭンࢱーに㐃⤡をྲྀり、┦ㄯをするということは、自分の状態は病気ではないか、

治療しなけれࡤならないのではないか、と考えጞめているということであり、ᅇへの㐨を

Ṍࡳጞめているとゝっていいでしょう。ࡦࡐその点をᙉㄪして〔めてあࡆてください。 

しかし✚ᴟ的に治療をするべきかうか㏞っていることも多く、ៅ重に対応する必要が

あります。また、不安がᙉく、気持ちの落ち㎸ࡳをకうことも多いので、᥋し方には注意が

必要です。┦ㄯの基本ጼໃ、⪺きྲྀるべき情報、重症度・緊急性のุ᩿なは、の❶に示

す㏻りの対応を心がけてください。ここでは患者さんからしࡤしࡤ㉁ၥされることにう

対応したらよいかを୰心に㏙べることにします。 

 

ⅰ）診᩿について 
 ポイント：་ᖌではないࢥーࢿࢹーࢱーの限⏺を伝える 
      ṇ☜な診᩿を▱るための受診を勧める 
┦、は摂食障害なのでしょうか㸽ࠖという㉁ၥを受けることはよくあります。しかし⚾ࠕ 

ㄯを受けるࢥーࢿࢹーࢱーは་ᖌではありませんし、┤᥋診ᐹをしているわけでもあり

ませんから、診᩿を下すことはできません。前ᥦとしてその限⏺は話しておきましょう。⪺

きྲྀった症状から摂食障害の可能性があることを伝え、ṇ☜な診᩿を▱りたいのであれࡤ

་療機㛵で診ᐹを受ける必要があることを伝えて、受診を勧めましょう。 
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ⅱ）過食・ฟ行動への対ฎ 

 ポイント：つ๎ṇしい食の重要性を伝える 
      過食したい⾪動への対ฎ法を伝える 
      ฟ行動のࣜࢡࢫを伝える 
      →うまくいかない場合、低体重の進行の場合は་療機㛵を勧める 
過食やฟ行動の苦③をッえ、過食をఱとかやめたいが、་療機㛵の受診はしたくないと

いう┦ㄯは少なくありません。体重がṇᖖ⠊ᅖで㌟体的な障害が少ない⚄⤒性過食症、過食

性障害の患者さんでは、≉にこういう┦ㄯが多くなります。 

 過食を減らすためには、つ๎ṇしく食をとることが重要であることを説明しましょう。

ᬑẁから食を制限していたり、過食しても嘔吐してฟしたりしてしまうと㌟体はᰤ㣴不

㊊になり㣚㣹状態に㝗ってしまうこと、㣚㣹状態にあることが過食⾪動をᙉめることを説

明しましょう。୕食をきちんと食べて㛫食もとること、起きて活動している㛫は、� 㛫以

ୖఱも食べない㛫ᖏをసらないようすることを勧めてください。これをᐇ行できれࡤ

ᚎ々に過食したい気持ちが治まってきます。 

 過食したい⾪動への対ฎの方も伝えます。過食したくなったらఱかかのことをする

ように勧めましょう。え࣒࢞、ࡤをかんだりịをなめたりすることや、ேに会ったり、㊃

なの自分がᴦしいことをするようにᥦします。 

 また、食を記㘓することも勧めます。摂食㔞をᐈほ的に記㘓することで食行動を見つめ

なおし、ᨵၿの⣒ཱྀを見つけるきっかけになります。 

 ฟ行動がある場合には、嘔吐してもᐇ際に⫶の୰のものをすべて吐きだすのは困難で

あること、下剤ではᰤ㣴の྾をጉࡆることはできないこと、྾をጉࡆられるのは㟁解㉁

とỈ分のࡳであることを説明します。嘔吐をしたり下剤を使うことで㟁解㉁␗ᖖと⬺Ỉに

なること、その⤖ᯝ、心⮚のാきがれて不ᩚ⬦になったり、⭈⮚に㈇ᢸがかかることを話

しましょう。 

 もしつ๎ṇしい食、⾪動への対ฎ、食記㘓、ฟ行動をやめるດຊをしてもうまく行

かないようなら、་療機㛵を受診するように勧めましょう。 

 過食ฟをする低体重がある患者さんでも、་療機㛵には行かずに、自分でఱとかしたい

とッえることがあります。低体重では⬻もᰤ㣴不㊊になってṇしくാかなくなっているた

め、自分で行動を変えるのが非ᖖに難しくなっていることを説明しましょう。་療機㛵を受

診することをඃඛすべきであることを話し、それでも受診をỴ意できなかった場合にୖ記

の対ฎ法を話してください。うまく行かない場合や、さらに体重減少が進行した場合はでき

るだけ早く་療機㛵を受診するように、ᛕをᢲした方がよいでしょう。 

 

  

                       

 
 

ⅲ）摂食の㉁と㔞について 
 ポイント：ᴟ➃な食制限の場合→食べられるものの✀㢮をቑやす 

ᙜ㠃ᰤ㣴ࣛࣂンࢫは気にしないように伝える 
定食やᘚᙜの୍ࠕே前ࠖを参考にするように伝える 
→うまくいかない場合は་療機㛵を勧める 

 ఱを食べたらいいかわからない、ᬑ㏻に食べる㔞がれだけなのかわからない、これを自

ຊでఱとかしたいという┦ㄯもよくあります。 

 ᴟ➃な食制限を行っている場合、食べられるものの✀㢮を少しでもቑやすことを勧め

てࡳましょう。ᢠなく食べられるもの、⤯対に食べられないもの、がんࡤれࡤ食べられそ

うなもののࣜࢫトをసり、がんࡤれࡤ食べられそうなものにᣮᡓしてもらうことも考えら

れます。ᙜ㠃はᰤ㣴のࣛࣂンࢫをあまり気にしないようにしてᵓわないと話しましょう。食

べられるもの✀㢮がቑえてくれࡤ、ᚎ々にࣛࣂンࢫはᨵၿするはずだからです。 

 過食する患者さんの場合でもᴟ➃な食制限をしていて、ᡃ៏しきれずに過食がጞまる

ことはよくあります。ఱを制限しఱを過食しているのか☜認すると、制限しているもの

過食したくなることが多いものです。㏫に制限をやめてᬑ㏻に食べた方が過食⾪動は治ま

るものであると話してࡳましょう。 

 食制限をする患者さんであっても、過食する患者さんであっても、ࠕᬑ㏻に食べる㔞が

わからない とࠖ┦ㄯすることはよくあります。࿘りのご家族やேが食べる㔞、学ᰯ⤥食や

㣧食ᗑでᥦ౪される定食㢮、あるいはᘚᙜの୍ே分をよく見て参考にするよう話して下さ

い。しかし急にᬑ㏻の食㔞にᡠすことはかなり困難です。摂食㔞の少ない場合は、୍ ཱྀで

も多く食べる㔞をቑやしてࡳることからጞめてࡳるように勧めましょう。過食の場合、ᅇᩘ

を減らすこと、あるいは୍ᅇᙜたりの㔠㢠に制限をタけることなをᥦしてࡳましょう。 

 以ୖをヨࡳてもうまく行かなかったら、་療機㛵を受診するよう勧めましょう。低体重が

ある場合、自ຊでのᅇはさらに困難であるとᛕをᢲしてください。 

 

ⅳ）Ṛにたい気持ち 
ポイント：Ṛにたいつらい気持ちを反し、受けṆめる 
     受診を勧める 
     ᕪし㏕ったΰしたッえ→ご家族・㆙ᐹへの㐃⤡を考慮 

 患者さんがࠕṚにたいࠖと話す可能性もあります。そのような場合、୍ᒙ┿にഴ⫈し、

というように気持ちを反する表現を用ࠖࡡつらい気持ちなのですṚにたいと思うࠕ

いて気持ちを受けとめましょう。そのୖで、摂食障害の症状のためにつらい思いをしている

のであれࡤ、㐺ษな་療機㛵で治療を受けてᨵၿすれࡤṚにたい気持ちもᙅまるものであ

ると話してࡳて下さい。くれࡄれも早まったことをしないよう⣙᮰していただきます。Ṛに

たい気持ちをᢚえられなけれࡤ⢭⚄⛉の受診を勧めます。よりᕪし㏕ってΰしたッえの

場合は、ご家族への㐃⤡、㆙ᐹへの㐃⤡も必要になる可能性があります。 
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ⅱ）過食・ฟ行動への対ฎ

ポイント：つ๎ṇしい食の重要性を伝える

過食したい⾪動への対ฎ法を伝える

ฟ行動のࣜࢡࢫを伝える

→うまくいかない場合、低体重の進行の場合は་療機㛵を勧める

過食やฟ行動の苦③をッえ、過食をఱとかやめたいが、་療機㛵の受診はしたくないと

いう┦ㄯは少なくありません。体重がṇᖖ⠊ᅖで㌟体的な障害が少ない⚄⤒性過食症、過食

性障害の患者さんでは、≉にこういう┦ㄯが多くなります。

過食を減らすためには、つ๎ṇしく食をとることが重要であることを説明しましょう。

ᬑẁから食を制限していたり、過食しても嘔吐してฟしたりしてしまうと㌟体はᰤ㣴不

㊊になり㣚㣹状態に㝗ってしまうこと、㣚㣹状態にあることが過食⾪動をᙉめることを説

明しましょう。୕食をきちんと食べて㛫食もとること、起きて活動している㛫は、� 㛫以

ୖఱも食べない㛫ᖏをసらないようすることを勧めてください。これをᐇ行できれࡤ

ᚎ々に過食したい気持ちが治まってきます。

過食したい⾪動への対ฎの方も伝えます。過食したくなったらఱかかのことをする

ように勧めましょう。え࣒࢞、ࡤをかんだりịをなめたりすることや、ேに会ったり、㊃

なの自分がᴦしいことをするようにᥦします。

また、食を記㘓することも勧めます。摂食㔞をᐈほ的に記㘓することで食行動を見つめ

なおし、ᨵၿの⣒ཱྀを見つけるきっかけになります。

ฟ行動がある場合には、嘔吐してもᐇ際に⫶の୰のものをすべて吐きだすのは困難で

あること、下剤ではᰤ㣴の྾をጉࡆることはできないこと、྾をጉࡆられるのは㟁解㉁

とỈ分のࡳであることを説明します。嘔吐をしたり下剤を使うことで㟁解㉁␗ᖖと⬺Ỉに

なること、その⤖ᯝ、心⮚のാきがれて不ᩚ⬦になったり、⭈⮚に㈇ᢸがかかることを話

しましょう。

もしつ๎ṇしい食、⾪動への対ฎ、食記㘓、ฟ行動をやめるດຊをしてもうまく行

かないようなら、་療機㛵を受診するように勧めましょう。

過食ฟをする低体重がある患者さんでも、་療機㛵には行かずに、自分でఱとかしたい

とッえることがあります。低体重では⬻もᰤ㣴不㊊になってṇしくാかなくなっているた

め、自分で行動を変えるのが非ᖖに難しくなっていることを説明しましょう。་療機㛵を受

診することをඃඛすべきであることを話し、それでも受診をỴ意できなかった場合にୖ記

の対ฎ法を話してください。うまく行かない場合や、さらに体重減少が進行した場合はでき

るだけ早く་療機㛵を受診するように、ᛕをᢲした方がよいでしょう。

ⅲ）摂食の㉁と㔞について

ポイント：ᴟ➃な食制限の場合→食べられるものの✀㢮をቑやす

ᙜ㠃ᰤ㣴ࣛࣂンࢫは気にしないように伝える

定食やᘚᙜの୍ࠕே前ࠖを参考にするように伝える

→うまくいかない場合は་療機㛵を勧める

 ఱを食べたらいいかわからない、ᬑ㏻に食べる㔞がれだけなのかわからない、これを自

ຊでఱとかしたいという┦ㄯもよくあります。

 ᴟ➃な食制限を行っている場合、食べられるものの✀㢮を少しでもቑやすことを勧め
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ϼ）すでに་療機㛵を受診している場合 
ポイント：現状への不‶をഴ⫈する 
     治療はᖺ単なので、主治་とよく┦ㄯするよう伝える 
     機㛵をෆᕼᮃの場合→主治་の解と診療情報ᥦ౪᭩をᚓて受診して 

もらう 
すでに་療機㛵を受診していてもᨭࢭンࢱーに㐃⤡してくる┦ㄯ者は、しࡤしࡤ現状

でఱらかの不安、不‶を抱えています。現在かかっている་療機㛵にのような治療を受け

ているのか、のような不安、不‶があるのかを⪺きྲྀるようにしましょう。 

 その་療機㛵にかかりጞめてあまり㛫が⤒っていなくて、㌟体的状ἣがᕪし㏕ったも

のでなかったら、摂食障害の治療にはᖺ単の㛫がかかるものなので、主治་とよく┦ㄯ

しながら現在の治療を⥅⥆するよう勧めてࡳましょう。 

 の་療機㛵へのෆをᕼᮃする場合、まず現在の主治་と┦ㄯしてᢎをᚓ、診療情報

ᥦ౪᭩をసᡂしてもらったୖで受診することを勧めましょう。 

 

Ͻ）摂食障害治療ᨭࢭンࢱーのᙺの説明 

 ポイント：ᨭࢭンࢱーの㊃᪨とタ⨨་療機㛵の㐪いを説明する 
      ุ᩿に㏞う場合は、タ⨨་療機㛵と┦ㄯをする 
 摂食障害治療ᨭࢭンࢱーはᆅᇦの摂食障害診療の୰᰾をᢸう་療機㛵にタ⨨されてい

ます。このためᨭࢭンࢱーと、ᨭࢭンࢱータ⨨་療機㛵とをྠ୍どして、受診をᕼᮃす

る場合があります。 

 しかしᨭࢭンࢱーはあくまでも┦ㄯ者の症状、状態をもとに᭱㐺の་療機㛵をෆす

る場です。ᨭࢭンࢱータ⨨་療機㛵への受診をᕼᮃする┦ㄯがあった場合には、ᨭࢭン

 。ーの㊃᪨とタ⨨་療機㛵と㐪いを説明しましょうࢱ

 症状、状態を⪺きྲྀり、⥲合的なุ᩿としてᨭࢭンࢱータ⨨་療機㛵へのෆが᭱㐺と

考えられた場合には、ᨭࢭンࢱータ⨨་療機㛵へෆすることになります。ุ ᩿に㏞う場

合はいったんಖ␃にして、ᨭࢭンࢱータ⨨་療機㛵と┦ㄯしてᢡり㏉し㏉をすること

も考えられます。入院な緊急の対応を要する場合には㏿やかにᨭࢭンࢱータ⨨་療機

㛵と㐃⤡をྲྀり合ってください。 

 

Ͼ）受診をỴ意できなかった場合 
受診するỴ心がつかなかった場合には、いつでもまたᨭࢭンࢱーに┦ㄯできることを

伝えて┦ㄯを⤊しましょう。 

 

 

  

                       

 
 

Ⅲ）ご家族からの相談への対応 

 
ⅰ）基本的な患者理解と対応 

ポイント：下記のことを説明する 
ご家族は対応方法が分からず困っていることが多いため以下の点を伝えてください。 

1)  摂食障害は単なるダイエットや大食いではなく、病気です。 

2)  摂食障害は病気なので治療することで治ります。 

3)  病気になる以前に見られなかった患者さんの様々な行動や感情の変化は患者さん

の性格が変わったわけではなく病気の症状なので、それらの行動や態度を非難し

ないようにしてください。 

4)  不安や恐怖を抱える患者さんに寄り添い、共感を示すようにしてください。 

  

ⅱ）拒食と低体重に対する対応 
 ポイント：低体重が著しくない→否認について説明。落ち着いて話し合うことを勧める 
      著しい低体重や生命危機→患者の意思に反しても家族主導で受診させること

を勧める 
拒食や低体重の患者さんは自分の状態の悪さを否認（認めることができない）することが

多いです。体重減少が進んでいない場合にはそのことを説明し、患者さんの情動が安定して

いるときに患者さんとご家族が落ち着いて話し合うように勧めてください。 

著しい低体重や急激な体重減少は生命の危険があるため早急な治療が必要です。この場

合は患者さんの意志に反することがあっても、家族主導で早急に受診させることが必要で

す。緊急受診の目安は表 2 を、活動制限や入院の目安は表 3 を参考にしてください。 

 

ⅲ）過食・嘔吐・下剤使用に対する対応 
 ポイント：受診を恥じる患者の気持ちを伝え、配慮を求める 
多くの患者さんは過食・嘔吐・下剤の使用を苦しいと感じていますが、羞恥心や治せない

症状だと思っているために受診しないことがあります。ご家族に患者さんのそのような気

持ちへの理解を促すことが必要です。ご家族が患者さんに受診を促す際は、患者さんの気持

ちに配慮しつつ、過食・嘔吐・下剤の使用は摂食障害の症状であることや、治療でよくなる

可能性を伝えるようにお勧めします。 

 

ⅳ）万引きへの対応 
 ポイント：摂食障害の治療を勧める 
摂食障害の方には、健康な方に比べて万引き、とりわけ食品の万引きが多く起こりえます。

そのことをお伝えし、万引きの背景となっている摂食障害の治療を行うことの必要性を伝

えましょう。（注：万引きへの対応には様々な意見があり、現在日本摂食障害学会のワーキ

ンググループで話し合いがもたれています。今後の情報に注意を払うことが必要です） 
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ϼ）受診拒否・治療の自ᕫ୰᩿への対応 
ポイント：家族から、患者の気持ちに配慮しながら治療の必要性を説明してもらう 

      には家族主導での受診が必要 
ⅰ）㹼ⅳ）に配慮しつつ、ご家族より患者さんに治療の必要性を説明し、受診を促してく

ださい。ただし、治療の必要性をく認めようとせず、受診や治療の意志がない患者さんに

対しては、患者さんの意志に反することがあっても、家族主導で受診させることが必要な場

合もあります。患者さんが受診や入院にྠ意しないからといって患者さんの意見をᑛ重し

て治療を受けさせなけれࡤ、治療の機会を㐓して病気がさらに悪化し、㛗ᮇ化・៏性化する

恐れがあります。 

ご家族が་療者や治療ෆᐜにၥがある場合、ணめご家族が治療者とಶูに┦ㄯして

ၥを解Ỵしておき、主治་とご家族が୍体となって治療することがᮃまれます。 

 

ϫ）㛵ಀ⪅㸦་⒪ᶵ㛵ࡸᏛᰯࠊ⾜ᨻᶵ㛵࡞）からの相談への対応 

 

ⅰ）་療機㛵からの┦ㄯへの対応 
 ポイント：ᒃఫᆅᇦ・患者の状態を考慮し、⤂ඛを㑅定 

་療機㛵からは、受診した摂食障害がわれる患者さんをᑓ㛛病院につなࡆる目的で、受

診ඛに㛵するၥい合わせが多くࡳられます。ᒃఫᆅᇦ、患者さんの状態を考慮し⤂ඛを㑅

定します。 

また重⠜なࢣーࢫも多いため、その場合は入院もど㔝に入れて対応できる病院を考慮し

てください。 

 

ⅱ）学ᰯからの┦ㄯへの対応 
 ポイント：摂食障害の≉ᚩについて説明し、ᑓ㛛་の受診を勧める 
 摂食障害に㛵する学ᰯと་療のよりⰋい㐃ᦠのための対応ᣦ㔪ࠖをෆࠕ      
ඣ❺や生ᚐが⤥食を食べない、健康診᩿で体重がቑຍしていない、摂食障害かうか、そ

の場合の対応、受診ඛについてなの┦ㄯが多く、㣴ㆤᩍㅍからのၥい合わせが多くࡳられ

ます。ඣ❺や生ᚐは、これまで་療機㛵を受診したことがない場合が多いので、摂食障害の

≉ᚩについて説明し、ᑓ㛛་の受診を勧めてください。≉に୰学生以ୖで %0, 14 ᮍ‶（ᑠ

学生ではᡂ㛗᭤⥺から明らかにእれる場合）は་療機㛵の受診をᙉく勧める必要がありま

す。さらに緊急対応が必要な場合や学ᰯにおける活動制限については表 2、表 3 を参↷して

伝えましょう。 

Ḟᖍやᤵᴗの㐜れ、⢭⚄⛉なを受診したことが࿘ᅖに▱られたくないなのため、受診

を拒否していることも多くࡳられます。受診の必要性について、それを促す対応法について

説明しておく必要があります。受診拒否の場合はその理⏤をᢕᥱし、安心して受診できるよ

う配慮します（えࡤ、Ḟᖍ日ᩘや⿵ㅮな）。まずはᑓ㛛་療機㛵への受診の前ẁ㝵とし

て、㌟体的ഃ㠃の⢭ᰝのために、受診しやすいᑠඣ⛉やෆ⛉を勧めることがຠᯝ的な場合も

                       

 
 

あります。ල体的な対応については、ࠕ摂食障害に㛵する学ᰯと་療のよりⰋい㐃ᦠのため

の対応ᣦ㔪 （ࠖཌ生ປാ⛉学◊✲㈝⿵ຓ㔠ࠕ摂食障害の診療体制ᩚഛに㛵する◊✲ࠖ⌜∧）

を参考にすることを勧め、必要な場合は㏦します。ᢸ௵やಖㆤ者との㐃ᦠも大であるこ

とを伝えましょう。 

 

ⅲ）行ᨻ機㛵からの┦ㄯへの対応 
ポイント：摂食障害の主な≉ᚩを説明し、受診を勧ዡする 
ಖ健ᖌや┦ㄯဨ自㌟が患者さんやご家族から摂食障害の┦ㄯをึめて受け、対応や病院

⤂目的で㐃⤡があることが多いです。また┦ㄯを受けたࢣーࢫが摂食障害なのかという

┦ㄯも多くࡳられます。摂食障害の主な≉ᚩを説明し、受診を勧ዡするよう伝えましょう。 
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➨ � ❶ 相談࡛ୖࡿࡅཷࢆᙺ❧ࡘ 4	$ 

 

Ϩ）୍⯡ⓗ࡞㉁ၥ 

 
4� 摂食障害は治りますか㸽 
$� 患者さんに治療意ḧとᅇへのᕼᮃを抱いていただけるように配慮しながら、下記のポ

イントを伝えましょう。 

ʀ 摂食障害は基本的には治る病気です。ただし、ṧᛕながら୍㒊に㛗ᮇ化する方や、ஸく

なる方もいるのはᐇです。 

ʀ 摂食障害がᅇするまでのᮇ㛫は、その方によってさまࡊまで、1 ᖺ㹼ᩘᖺで治る方も

いれࡤ、ᩘ༑ᖺかかる方もいます。 

ʀ 早く治療を㛤ጞできたうがᅇが早いといわれており、摂食障害だと分かった点

ですࡄ治療を㛤ጞすることがᮃましいといえます。 

ʀ ルࢥール用（家ᗞや♫会でၥ㢟が生じるような㣧㓇）、過食・嘔吐、下剤の大㔞使

用、過ཤに治療がうまくいかなかった、治療㛤ጞの体重が低いながあるとᅇに

㛫がかかるഴྥがあります。 

ʀ 1� ᖺ以ୖと㛗ᮇ化した方でも、ࠕ⤯対治るࠖと気持ちを᪂たにᙉく持つことで、治療が

進ࡳ、病状がᨵၿする方もいますので、あきらめずに治療を⥅⥆するようしましょう。 

 

4� 現在㏻院していますが、㌿院したいです。うしたらいいですか㸽  
$� なࡐそう思うのかをᑜࡡ、気持ちのᩚ理をᡭ伝います。そのୖで、それを主治་に伝え、

よく話し会うように促しましょう。そのうえで下記のようなຓゝができます。必要とุ᩿し

た場合には、་療機㛵の情報をᥦ౪します。 

ʀ 主治་がᑓ㛛་ではない場合：ᑓ㛛་の受診を᳨ウされてもよいかもしれません。そ

の場合も、主治་によく┦ㄯしましょう。多くの場合で⤂状が必要とされるため、

合わせて┦ㄯしましょう。 

ʀ ࢝ࢭン࢜ࢽࣆ࢜ࢻンについての情報ᥦ౪：࢝ࢭン࢜ࢽࣆ࢜ࢻンという方法もありま

す。病気の診᩿や治療方法について、主治་以እのᑓ㛛་ᖌに意見を⪺き、自らがよ

りⰋい治療方法を㑅ᢥするためのものです。࢝ࢭン࢜ࢽࣆ࢜ࢻンを行っている病院が

あれࡤ、┦ㄯしてࡳてもよいかもしれません。┦ㄯに㛵する㈝用は、බ的ಖ険㈝用が

㐺応されない自㈝診療のため、病院によって␗なります。࢝ࢭン࢜ࢽࣆ࢜ࢻンを受け

る場合には、主治་によく┦ㄯし、⤂状なを‽ഛしてもらう必要があります。 

 

ϩ）ᝈ⪅ࢇࡉからの㉁ၥ 

4� 治したいけኴりたくないです。 
$� ኴりたくないと考えてしまうのは病気の本㉁です。怖い気持ちをもっともであると受ᐜ

しながらも、┦ㄯ者の୰に治りたい気持ちがあるからこそ㟁話をかけてきたという理解を

                       

 
 

伝え、ࡂࡡらうことが重要です。そのうえで下記のことを伝えましょう。 

ʀ ᅇにより怖さは減少する：摂食障害（拒食症・過食症）が治ってくるとࠕኴりたくな

いࠖという考えが少なくなります。୍方、体ᆺとはูに、食べるのが怖いと感じてしま

うことがしࡤしࡤあります。このような食に対する怖さも病気が治ると感じなくなって

いくものです。 

ʀ 受診が必要：ここࢁを治すためには⢭⚄⛉や心療ෆ⛉なでᑓ㛛的なᣦ導を受けること

が必要です。自ᕫ治療ではうまくいかないことも多いので、ᑓ㛛་療機㛵に┦ㄯしまし

ょう。 

 
4� 治療に前ྥきな気持ちになりましたが、食の㔞がわかりません。 
$� 㟁話での食㔞の⣽かなᣦ導は難しいため、་療機㛵を受診するようお勧めしましよう。

また、食についてのල体的な対応は、౫Ꮡを㧗めてしまうことがありますので㑊けるよう

にしましょう。必要な場合は、下記のようなຓゝをします。 

ʀ 食㔞の目安：ᖺ㱋や㌟㛗体重によって、1 日の食㔞のᖹᆒ的な目安がありますので、

ᰤ㣴学の本やインࢱーࢿットを参考にしてください。 

ʀ 必要な摂ྲྀ㔞は分かっていても、食べられない場合：基本は 1 日 3 食を摂り、㊊りない

分を㛫食としてዲきなものを食べる、୍ ᅇ分が多すࡂて食べることが難しいときは、食

をᩘᅇに分けるなᕤኵをしてࡳましょう。 

 

4� 過食をやめることができません。うしたらいいですか㸽  
$� まず、患者さんの食のࢱࣃーンを⡆単に☜認しましょう。過食の方にありがちなのは、

1 日㹼ᩘ日の㛫、食べずに過ごし（拒食）その後に過食し、そして嘔吐なのᙧでฟする

というࢱࣃーンです。これでは 1 日㹼ᩘ日を✵⭡で過ごすᙧになり、その後に୍ᒙ過食した

い気持ちがᙉくなり、悪ᚠ⎔からᢤけฟせません。また、健康体重がಖたれているかうか

を☜認し、ಖたれていない場合はそれに対する対応を伝えます。下記のようなຓゝが考えら

れます。 

ʀ 3 食（�㛫食）をきちんと食べるようにしましょう。 

ʀ ⤯食や✵⭡の㛫を▷くしましょう。✵⭡の㛫を少なくすれࡤ、ḟ➨に過食したいと

いう気持ちはおさまってきます。 

ʀ 体重がんんቑえるのではないかと心配になるかもしれませんが、ṇᖖに㏆い体重

になってくると過食したい気持ちも治ってくるはずです。 

ʀ 多くの方はࢫトࣞࢫがࡦくなると過食がࡦくなることを⤒㦂しています。過食が

၏୍のࢫトࣞࢫ解ᾘ法になっていて、だからやめられない、過食自体がࢫトࣞࢫなのに、

その解ᾘ法が過食という悪ᚠ⎔に㝗りがちです。食べる以እのࢫトࣞࢫ解ᾘ法を㌟

につけることも大なことになります。摂食障害になったでやめてしまった㊃が

あったら活させるように、ཪ㊃がなけれࡤ㊃を持つことを勧めます。 

ʀ 低体重の場合：低体重はそれだけで過食をᣍき、拒食・ฟ行動を⥆けていると過食が
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➨ � ❶ 相談࡛ୖࡿࡅཷࢆᙺ❧ࡘ 4	$ 
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その解ᾘ法が過食という悪ᚠ⎔に㝗りがちです。食べる以እのࢫトࣞࢫ解ᾘ法を㌟

につけることも大なことになります。摂食障害になったでやめてしまった㊃が

あったら活させるように、ཪ㊃がなけれࡤ㊃を持つことを勧めます。 

ʀ 低体重の場合：低体重はそれだけで過食をᣍき、拒食・ฟ行動を⥆けていると過食が
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Ṇまらなくなります。健康な体重にᡠし、3 食きちんとした㔞を食べ、拒食やฟ行動

をやめることで、過食がᚎ々に㍍ᛌすることがᮇᚅできます。

Ⅲ）ご家族࣭㛵ಀ⪅からの㉁ၥ 

4� う᥋していいかわかりません

$� 患者さんには気分のἼがあり、治りたい気持ちと治りたくない気持ちでⴱ⸨しているこ

とが多いことを伝えます。のようなときならࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンがとりやすいかをᑜࡡ、

患者さんの気分が落ち着いているときにࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをとることをࣂࢻイࢫしま

す。下記のようなຓゝが可能です。

ʀ 患者自㌟も、摂食障害という病気にとりつかれてΰし、⑂ປしています。患者さんの

୰には健康な㒊分と病気に障害されている㒊分があります。体重や食の話㢟ࡤかり

にならないように、それ以እのᴦしい会話をしたり、୍ ⥴にఱかをᴦしんだり、摂食障

害にᙳ㡪されていない㒊分を大ษにしながら㛵わっていきましょう。

ʀ 大ษな話は、患者さんが落ち着いているときにしましょう。それも難しけれࡤ、ᡭ⣬や

࣓ールなを用いてࡳるのはいかがでしょう。

ʀ ご家族の࣓ンࢱル࣊ルࢫも重要です。お⑂れではありませんか㸽㌟体のຊがࣇッとᢤ

けるような、そんな心ᆅのⰋい㛫も大ษにしてください。

4� 本人（患者さん）が受診を拒否しています。どう対応したらいいですか？
$� 緊急性のある場合とない場合では対応が␗なります。ࠗ ➨３❶ 緊急性のᰝ定と対応࠘

を参↷に、受診の緊急性をุ᩿し、緊急性のある場合にはࣗࢽ࣐ルを参↷にᙉく受診を

促し、場合によっては危機入をします。緊急性が低い場合には、下記のようなࣂࢻイࢫ

をします。

ʀ 患者さんに対して、まず摂食障害という病気の可能性があること、それは୍ேで治そう

と思ってもなかなか難しく、ᑓ㛛་を受診し、ᑓ㛛་のࣂࢻイࢫを受けながら❧ちྥ

かう必要があること、そして必ず治る病気であることを伝えましょう。

ʀ 摂食障害を患っている患者さんは、もっと⑭せたい、このままでいたいという気持ちが

心の大㒊分を༨める୍方、こかには、本ᙜは大ኵだࢁうか、このままではいけない

と心配する気持ちを持ち合わせているとゝわれています。そのኌが⪺けたに、ᑓ㛛་

を受診しようと伝えると⪥に入りやすいようです。

ʀ 患者さんを心配している、大ษに思っている気持ちをኌにฟして伝えるようにしまし

ょう。日㡭からࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをྲྀり、話ができる⎔ቃ࡙くりをしておくのも大

なことです。

ʀ 日㡭から体ㄪ࢙ࢳッࢡをしましょう。㊊ྲྀりが重い、反応が㕌いな㌟体的に重症化し

ている場合は、患者さんが᎘がっても受診させる必要があります。受診しやすい㏆་を

᥈しておくことや、ᩆ急要ㄳなの心ᵓえも必要になります。

4� 過食をやめさせたいけ、やめてくれません。う対応したらいいでしょうか㸽

$� 患者さんの୰には、ご家族に過食をṆめてしいというேもいれࡤ、ご家族に過食をṆ

められるとますますᛣりが㎸ࡆୖࡳ㏫ຠᯝのேもおり、ṧᛕながらṇしい対応とゝうのは

ありません。そのことを伝えたୖで、下記のようなຓゝが可能です。

ʀ 過食嘔吐は、ご本ேもࠕ恥ずかしいことࠖと思い、࿘ᅖに▱られたくないとᙉく思って

いることが多く、ࠗ 自分でもうṆめたらいいか分からない࠘と苦しんでいることもあ

ります。

ʀ 過食という行Ⅽに対応するより、苦しんでいる患者さんの話に⪥をഴけ、ࠕ苦しいࠖࡡ

。てくださいࡆとኌをかけてあࠖࡡ㎞いࠕ

ʀ 食べ≀と↓㛵ಀな、患者さんがᴦしいと感じることのできる話㢟や、食生活の୰できて

いることに目をྥけた会話をここࢁがけましょう。そしてࠕ見Ᏺっているよ ຊになࠕࠖ

りたいࠖという気持ちをゝⴥで伝えることが大ษです。

ʀ 過食୰にご家族がのように᥋するのがຓけになるか、患者さんに⋡┤にᑜࡡてࡳて

もよいかもしれません。

4� 摂食障害がわれる生ᚐへのプࣟーࢳはのようにしたらいいですか。（㣴ㆤᩍㅍ）

$� 生ᚐさんの状ἣを☜認したୖで、必要な情報を伝えましょう。୍⯡的なຓゝは下記です

が、よりヲしい情報は、㺀摂食障害に㛵する学ᰯと་療のよりよい㐃ᦠのための対応ᣦ㔪㺁に

示されていますのでෆをします。また必要なら་療機㛵の情報をᥦ౪します。

ʀ 患者さんはࠕやせたい やせていることはⰋいことࠖと思っており、体重のことにとࠕࠖ

ても過ᩄになっています。ダイࣞࢡトに体格や食の話をしないで、ࠕ㢦Ⰽが悪いので

少し話を⪺かせてࠖとಖ健ᐊにんで、話を⪺くようにしましょう。

ʀ ㌟㛗・体重・⬦ᢿ・⾑ᅽを 定し、⓶の状態をほᐹするようにしてください。心配し

ていることを伝え⥅⥆的にಖ健ᐊに᮶てもらい、可能であれࡤ定ᮇ的（㐌㸯ᅇ）に体重

 定を行い、⤒過をほᐹしましょう。患者さんは病㆑がなくやせを認めないことがと

んです。ᡂ㛗᭤⥺なのᅗを見せながらᑀにやさしく（⬣かすことなく）、そして

᰿気ᙉく、やせの危険性を伝えてください。ಖㆤ者、ᢸ௵（㢳ၥ）と情報を共᭷し㐃ᦠ

をとることも大ษになります。

ʀ 体重がんん減る場合なは、早めにಖㆤ者やᢸ௵・学ᰯ་と㐃ᦠし、ᑓ㛛་の受診

へつないでいくことが重要になります。

ʀ 㺀摂食障害に㛵する学ᰯと་療のよりよい㐃ᦠのための対応ᣦ㔪㺁がᑠ学ᰯ・୰学ᰯ・㧗

ᰯ・大学とそれࡒれྥけにあります。状態に応じた学ᰯでの見Ᏺり方、緊急性のุ᩿、

་療機㛵へのつなࡂ方については、対応するᩍ⫱機㛵のᣦ㔪をご参↷ください。

㸨ࠕ摂食障害に㛵する学ᰯと་療のよりよい㐃ᦠのための対応ᣦ㔪ࠖは、ࠕ摂食障害情報

ポーࢱルࢧイト ᑓ㛛⫋の方ࠖKWWS���ZZZ�HGSRUWDO�MS�SUR�からダ࢘ンࣟーࢻできます。

24

5972.indd   24 2019/03/13   11:17



Ṇまらなくなります。健康な体重にᡠし、3 食きちんとした㔞を食べ、拒食やฟ行動

をやめることで、過食がᚎ々に㍍ᛌすることがᮇᚅできます。

Ⅲ）ご家族࣭㛵ಀ⪅からの㉁ၥ

う᥋していいかわかりません �4

$� 患者さんには気分のἼがあり、治りたい気持ちと治りたくない気持ちでⴱ⸨しているこ

とが多いことを伝えます。のようなときならࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンがとりやすいかをᑜࡡ、

患者さんの気分が落ち着いているときにࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをとることをࣂࢻイࢫしま

す。下記のようなຓゝが可能です。

ʀ 患者自㌟も、摂食障害という病気にとりつかれてΰし、⑂ປしています。患者さんの

୰には健康な㒊分と病気に障害されている㒊分があります。体重や食の話㢟ࡤかり

にならないように、それ以እのᴦしい会話をしたり、୍ ⥴にఱかをᴦしんだり、摂食障

害にᙳ㡪されていない㒊分を大ษにしながら㛵わっていきましょう。

ʀ 大ษな話は、患者さんが落ち着いているときにしましょう。それも難しけれࡤ、ᡭ⣬や

࣓ールなを用いてࡳるのはいかがでしょう。

ʀ ご家族の࣓ンࢱル࣊ルࢫも重要です。お⑂れではありませんか㸽㌟体のຊがࣇッとᢤ

けるような、そんな心ᆅのⰋい㛫も大ษにしてください。

4� 本ே（患者さん）が受診を拒否しています。う対応したらいいですか㸽

$� 緊急性のある場合とない場合では対応が␗なります。ࠗ ➨ルࣗࢽ࣐ 2 ❶ 緊急性のᰝ

定と対応 を࠘参↷に、受診の緊急性をุ᩿し、緊急性のある場合にはࣗࢽ࣐ルを参↷にᙉ

く受診を促し、場合によっては危機入をします。緊急性が低い場合には、下記のような

。をしますࢫイࣂࢻ

ʀ 患者さんに対して、まず摂食障害という病気の可能性があること、それは୍ேで治そう

と思ってもなかなか難しく、ᑓ㛛་を受診し、ᑓ㛛་のࣂࢻイࢫを受けながら❧ちྥ

かう必要があること、そして必ず治る病気であることを伝えましょう。

ʀ 摂食障害を患っている患者さんは、もっと⑭せたい、このままでいたいという気持ちが

心の大㒊分を༨める୍方、こかには、本ᙜは大ኵだࢁうか、このままではいけない

と心配する気持ちを持ち合わせているとゝわれています。そのኌが⪺けたに、ᑓ㛛་

を受診しようと伝えると⪥に入りやすいようです。

ʀ 患者さんを心配している、大ษに思っている気持ちをኌにฟして伝えるようにしまし

ょう。日㡭からࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをྲྀり、話ができる⎔ቃ࡙くりをしておくのも大

なことです。

ʀ 日㡭から体ㄪ࢙ࢳッࢡをしましょう。㊊ྲྀりが重い、反応が㕌いな㌟体的に重症化し

ている場合は、患者さんが᎘がっても受診させる必要があります。受診しやすい㏆་を

᥈しておくことや、ᩆ急要ㄳなの心ᵓえも必要になります。

4� 過食をやめさせたいけ、やめてくれません。う対応したらいいでしょうか㸽

$� 患者さんの୰には、ご家族に過食をṆめてしいというேもいれࡤ、ご家族に過食をṆ

められるとますますᛣりが㎸ࡆୖࡳ㏫ຠᯝのேもおり、ṧᛕながらṇしい対応とゝうのは

ありません。そのことを伝えたୖで、下記のようなຓゝが可能です。

ʀ 過食嘔吐は、ご本ேもࠕ恥ずかしいことࠖと思い、࿘ᅖに▱られたくないとᙉく思って

いることが多く、ࠗ 自分でもうṆめたらいいか分からない࠘と苦しんでいることもあ

ります。

ʀ 過食という行Ⅽに対応するより、苦しんでいる患者さんの話に⪥をഴけ、ࠕ苦しいࠖࡡ

。てくださいࡆとኌをかけてあࠖࡡ㎞いࠕ

ʀ 食べ≀と↓㛵ಀな、患者さんがᴦしいと感じることのできる話㢟や、食生活の୰できて

いることに目をྥけた会話をここࢁがけましょう。そしてࠕ見Ᏺっているよ ຊになࠕࠖ

りたいࠖという気持ちをゝⴥで伝えることが大ษです。

ʀ 過食୰にご家族がのように᥋するのがຓけになるか、患者さんに⋡┤にᑜࡡてࡳて

もよいかもしれません。

4� 摂食障害がわれる生ᚐへのプࣟーࢳはのようにしたらいいですか。（㣴ㆤᩍㅍ）

$� 生ᚐさんの状ἣを☜認したୖで、必要な情報を伝えましょう。୍⯡的なຓゝは下記です

が、よりヲしい情報は、㺀摂食障害に㛵する学ᰯと་療のよりよい㐃ᦠのための対応ᣦ㔪㺁に

示されていますのでෆをします。また必要なら་療機㛵の情報をᥦ౪します。

ʀ 患者さんはࠕやせたい やせていることはⰋいことࠖと思っており、体重のことにとࠕࠖ

ても過ᩄになっています。ダイࣞࢡトに体格や食の話をしないで、ࠕ㢦Ⰽが悪いので

少し話を⪺かせてࠖとಖ健ᐊにんで、話を⪺くようにしましょう。

ʀ ㌟㛗・体重・⬦ᢿ・⾑ᅽを 定し、⓶の状態をほᐹするようにしてください。心配し

ていることを伝え⥅⥆的にಖ健ᐊに᮶てもらい、可能であれࡤ定ᮇ的（㐌㸯ᅇ）に体重

 定を行い、⤒過をほᐹしましょう。患者さんは病㆑がなくやせを認めないことがと

んです。ᡂ㛗᭤⥺なのᅗを見せながらᑀにやさしく（⬣かすことなく）、そして

᰿気ᙉく、やせの危険性を伝えてください。ಖㆤ者、ᢸ௵（㢳ၥ）と情報を共᭷し㐃ᦠ

をとることも大ษになります。

ʀ 体重がんん減る場合なは、早めにಖㆤ者やᢸ௵・学ᰯ་と㐃ᦠし、ᑓ㛛་の受診

へつないでいくことが重要になります。

ʀ 㺀摂食障害に㛵する学ᰯと་療のよりよい㐃ᦠのための対応ᣦ㔪㺁がᑠ学ᰯ・୰学ᰯ・㧗

ᰯ・大学とそれࡒれྥけにあります。状態に応じた学ᰯでの見Ᏺり方、緊急性のุ᩿、

་療機㛵へのつなࡂ方については、対応するᩍ⫱機㛵のᣦ㔪をご参↷ください。

㸨ࠕ摂食障害に㛵する学ᰯと་療のよりよい㐃ᦠのための対応ᣦ㔪ࠖは、ࠕ摂食障害情報 

ポーࢱルࢧイト ᑓ㛛⫋の方ࠖKWWS���ZZZ�HGSRUWDO�MS�SUR�からダ࢘ンࣟーࢻできます。 
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㘓㸯 相談グ㘓࣒࣮࢛ࣇ 

担当者名 ID

相談日 　　　　年　　月　　日

相談時間 　　　　時　　分　　～　　　時　　分　（　　　分）

相談回数 初回　　・　　　　　　回目 前回　　　　年　　　　月

患者との関係

患者年齢 歳

患者性別 男　　・　　女

身長と体重 身長 cm 体重　 　　　　kg

患者の状態

患者の属性

摂食障害の
受診状況

（相談が個別症
例以外の場合）

相談経路 電話　　・　　メール　　・　　面談　　・　その他

支援センターを
知ったきっかけ

居住地域 （　　　　　　　　　）県 地域　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

相談内容 （疾患相談・対応相談・受診相談・センター業務問い合わせ・その他）←当てはまるものすべてに○

対応 （病院紹介・情報提供・助言・センター業務・その他）←当てはまるものすべてに○

連絡先
（電話番号等）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

相談記録個票 〇〇県支援センター

医療やシステム
への不満・課題

個人・専門家　備考（機関名･職名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受診中　・　入院中　・　中断中　・　未受診　・　ED以外の疾患で通院中　・
その他（　　　　　　　　　　　）・  不明

本人　・　母　・　父　・　配偶者　・　その他の家族（　　　　　　　　）
医療/教育/行政機関（機関名：　　　　　　　　　　　　職種：　　　　　　　　　　　　  　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　）・不明

小学生　・　中学生　・　高校生　・　大学／専門学校生　・　就労中（パートタイム含む）・主婦
無職　・　その他（　　　　　）　・　不明　　備考（          　　　　　　　 　　    ）

やせ　・　食事制限　・　過食　・　排出（嘔吐 ・ 下剤 ・ チューイング ・ 運動 ・ 絶食）　・
衰弱　・　精神不安定　・　ひきこもり　・　自傷　・　問題行動（　　　　　　　　　　　　）・
その他（　　　　　　　　　　　）

ポスターやちらし・インターネット・メディア（　　　　　　　　　　　　　）・
紹介（紹介者: 　　　　 　　　 　）　・　その他（　　　　　　　　　　　）

（専門性・改善無し・対話不足・嫌な体験・治療関係・システム）←当てはまるものすべてに○

                       

 
 

㘓㸰㸸㐃⤡ඛ࣭ཧ⪃㈨ᩱ 

 
・摂食障害ᅜ基ᖿࢭンࢱー 

 ࠛ1������1 ᮾி㒔ᑠᖹᕷᑠᕝᮾ⏫ 4�1�1 

 KWWS���ZZZ�QFQS�JR�MS�QLPK�VKLQVKLQ�HGFHQWHU�LQGH[�KWPO 

 

・ᐑᇛ┴摂食障害治療ᨭࢭンࢱー 

 ࠛ�������4 ᐑᇛ┴ྎᕷ㟷ⴥ༊ᫍ㝠⏫ 1�1 

 KWWS���SOD]D�XPLQ�DF�MS�aHGVXSSRUWPL\DJL�LQGH[�KWP 

 7(/：�22��1���32� �᭶᭙・Ỉ᭙・ᮌ᭙（⚃日を㝖く）の 1� 㹼1� ) 

 (�PDLO：HGV�PL\DJL㸾VKLQU\RQDLND�KRVS�WRKRNX�DF�MS  

 

・⚟ᒸ┴摂食障害治療ᨭࢭンࢱー 

 ࠛ�11����2 ⚟ᒸ┴⚟ᒸᕷᮾ༊㤿ฟ 3�1�1 

 7(/：��2��42�4���（᭶・Ỉ・㔠（⚃日は㝖く）の � 㹼1� ） 

 (�PDLO：LQIR#HGVXSSRUW�IXNXRND�MS 

 

・㟼ᒸ┴摂食障害治療ᨭࢭンࢱー 

ࠛ431�31�2 㟼ᒸ┴ᯇᕷᮾ༊༙⏣ᒣ୍目 2� ␒ 1 ྕ 

 KWWS���ZZZ�VKL]XRND�HG�MS� 

 7(/：��3�43��2�3�（ᖹ日 � 㹼1� ） 

 

・༓ⴥ┴摂食障害治療ᨭࢭンࢱー 

 ࠛ2�2����1 ༓ⴥ┴ᕷᕝᕷᅜᗓྎ 1���1 

 KWWS���ZZZ�QFJPNRKQRGDL�JR�MS�VHVV\RNX�LQGH[�KWPO 

 7(/：�4��3���4��2（᭶・Ỉ・㔠（⚃日は㝖く）の � 㹼1� ） 

 (�PDLO：HGVXSSRUW�FKLED#KRVSN�QFJP�JR�MS 

 

・摂食障害情報ポーࢱルࢧイト ࠕ摂食障害 ポーࢱルࠖで᳨⣴ 

 ୍⯡の方 

 KWWS���ZZZ�HGSRUWDO�MS�LQGH[�KWPO 
 ᑓ㛛⫋の方 

 KWWS���ZZZ�HGSRUWDO�MS�SUR� 
 
・ᅜの⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー୍ぴ 

   KWWSV���ZZZ�PKOZ�JR�MS�NRNRUR�VXSSRUW�PKFHQWHU�KWPO 
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㘓㸯 相談グ㘓࣒࣮࢛ࣇ 

担当者名 ID

相談日 　　　　年　　月　　日

相談時間 　　　　時　　分　　～　　　時　　分　（　　　分）

相談回数 初回　　・　　　　　　回目 前回　　　　年　　　　月

患者との関係

患者年齢 歳

患者性別 男　　・　　女

身長と体重 身長 cm 体重　 　　　　kg

患者の状態

患者の属性

摂食障害の
受診状況

（相談が個別症
例以外の場合）

相談経路 電話　　・　　メール　　・　　面談　　・　その他

支援センターを
知ったきっかけ

居住地域 （　　　　　　　　　）県 地域　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

相談内容 （疾患相談・対応相談・受診相談・センター業務問い合わせ・その他）←当てはまるものすべてに○

対応 （病院紹介・情報提供・助言・センター業務・その他）←当てはまるものすべてに○

連絡先
（電話番号等）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

相談記録個票 〇〇県支援センター

医療やシステム
への不満・課題

個人・専門家　備考（機関名･職名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受診中　・　入院中　・　中断中　・　未受診　・　ED以外の疾患で通院中　・
その他（　　　　　　　　　　　）・  不明

本人　・　母　・　父　・　配偶者　・　その他の家族（　　　　　　　　）
医療/教育/行政機関（機関名：　　　　　　　　　　　　職種：　　　　　　　　　　　　  　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　）・不明

小学生　・　中学生　・　高校生　・　大学／専門学校生　・　就労中（パートタイム含む）・主婦
無職　・　その他（　　　　　）　・　不明　　備考（          　　　　　　　 　　    ）

やせ　・　食事制限　・　過食　・　排出（嘔吐 ・ 下剤 ・ チューイング ・ 運動 ・ 絶食）　・
衰弱　・　精神不安定　・　ひきこもり　・　自傷　・　問題行動（　　　　　　　　　　　　）・
その他（　　　　　　　　　　　）

ポスターやちらし・インターネット・メディア（　　　　　　　　　　　　　）・
紹介（紹介者: 　　　　 　　　 　）　・　その他（　　　　　　　　　　　）

（専門性・改善無し・対話不足・嫌な体験・治療関係・システム）←当てはまるものすべてに○

                       

 
 

㘓㸰㸸㐃⤡ඛ࣭ཧ⪃㈨ᩱ 

 
・摂食障害ᅜ基ᖿࢭンࢱー 

 ࠛ1������1 ᮾி㒔ᑠᖹᕷᑠᕝᮾ⏫ 4�1�1 

 KWWS���ZZZ�QFQS�JR�MS�QLPK�VKLQVKLQ�HGFHQWHU�LQGH[�KWPO 

 

・ᐑᇛ┴摂食障害治療ᨭࢭンࢱー 

 ࠛ�������4 ᐑᇛ┴ྎᕷ㟷ⴥ༊ᫍ㝠⏫ 1�1 

 KWWS���SOD]D�XPLQ�DF�MS�aHGVXSSRUWPL\DJL�LQGH[�KWP 

 7(/：�22��1���32� �᭶᭙・Ỉ᭙・ᮌ᭙（⚃日を㝖く）の 1� 㹼1� ) 

 (�PDLO：HGV�PL\DJL㸾VKLQU\RQDLND�KRVS�WRKRNX�DF�MS  

 

・⚟ᒸ┴摂食障害治療ᨭࢭンࢱー 

 ࠛ�11����2 ⚟ᒸ┴⚟ᒸᕷᮾ༊㤿ฟ 3�1�1 

 7(/：��2��42�4���（᭶・Ỉ・㔠（⚃日は㝖く）の � 㹼1� ） 

 (�PDLO：LQIR#HGVXSSRUW�IXNXRND�MS 

 

・㟼ᒸ┴摂食障害治療ᨭࢭンࢱー 

ࠛ431�31�2 㟼ᒸ┴ᯇᕷᮾ༊༙⏣ᒣ୍目 2� ␒ 1 ྕ 

 KWWS���ZZZ�VKL]XRND�HG�MS� 

 7(/：��3�43��2�3�（ᖹ日 � 㹼1� ） 

 

・༓ⴥ┴摂食障害治療ᨭࢭンࢱー 

 ࠛ2�2����1 ༓ⴥ┴ᕷᕝᕷᅜᗓྎ 1���1 

 KWWS���ZZZ�QFJPNRKQRGDL�JR�MS�VHVV\RNX�LQGH[�KWPO 

 7(/：�4��3���4��2（᭶・Ỉ・㔠（⚃日は㝖く）の � 㹼1� ） 

 (�PDLO：HGVXSSRUW�FKLED#KRVSN�QFJP�JR�MS 

 

・摂食障害情報ポーࢱルࢧイト ࠕ摂食障害 ポーࢱルࠖで᳨⣴ 

 ୍⯡の方 

 KWWS���ZZZ�HGSRUWDO�MS�LQGH[�KWPO 
 ᑓ㛛⫋の方 

 KWWS���ZZZ�HGSRUWDO�MS�SUR� 
 
・ᅜの⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー୍ぴ 

   KWWSV���ZZZ�PKOZ�JR�MS�NRNRUR�VXSSRUW�PKFHQWHU�KWPO 
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㒔㐨ᗓ┴ 
ᣦ定㒔ᕷ 

 ྕ␒ーྡ 㟁話ࢱンࢭ

ᾏ㐨 ᾏ㐨❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �11���4��121 

ᮐᖠᕷ ᮐᖠᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �11��22����� 

㟷᳃┴ 㟷᳃┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �1������3��1 

ᒾᡭ┴ ᒾᡭ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �1���2����1� 

ᐑᇛ┴ ᐑᇛ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �22��23��3�2 

ྎᕷ ྎᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴⥲合ࢭンࢱー はあとࡱーとྎ �22�2���21�1 

⛅⏣┴ ⛅⏣┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �1���31�3�4� 

ᒣᙧ┴ ᒣᙧ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �23��24�121� 

⚟ᓥ┴ ⚟ᓥ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �24��3��3��� 

Ⲉᇛ┴ Ⲉᇛ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �2��243�2��� 

ᰣᮌ┴ ᰣᮌ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �2����3����� 

⩌㤿┴ ⩌㤿┴ここࢁの健康ࢭンࢱー �2��2�3�11�� 

ᇸ⋢┴ ᇸ⋢┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �4���23�3333 

さいたまᕷ さいたまᕷここࢁの健康ࢭンࢱー �4����1����� 

༓ⴥ┴ ༓ⴥ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �43�2�3�3��1 

༓ⴥᕷ ༓ⴥᕷここࢁの健康ࢭンࢱー �43�2�4�1��2 

ᮾி㒔 ᮾி㒔❧୰㒊⥲合⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �3�33�2����� 

ᮾி㒔❧多ᦶ⥲合⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �42�3���1111 

ᮾி㒔❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �3�3�34�41�� 

⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �4���21���22 

ᶓᕷ ᶓᕷここࢁの健康┦ㄯࢭンࢱー �4����1�44�� 

ᕝᓮᕷ ᕝᓮᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �44�2���31�� 

┦ᶍཎᕷ ┦ᶍཎᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �42�������1� 

᪂₲┴ ᪂₲┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �2��2����111 

᪂₲ᕷ ᪂₲ᕷここࢁの健康ࢭンࢱー �2��232����1 

ᐩᒣ┴ ᐩᒣ┴心の健康ࢭンࢱー ����42��1�11 

▼ᕝ┴ ▼ᕝ┴ここࢁの健康ࢭンࢱー ����23�����1 

⚟┴ ⚟┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �����24��13� 

ᒣ┴ ᒣ┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����2�4���44 

㛗㔝┴ 㛗㔝┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �2��22��1�1� 

ᒱ㜧┴ ᒱ㜧┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����231���24 

㟼ᒸ┴ 㟼ᒸ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��4�2����24� 

㟼ᒸᕷ 㟼ᒸᕷここࢁの健康ࢭンࢱー ��4�2�2�3�11 

ᯇᕷ ᯇᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��3�4���2��� 

                       

 
 

ឡ▱┴ ឡ▱┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��2���2��3�� 

ྡྂᒇᕷ ྡྂᒇᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��2�4�3�2��� 

୕重┴ ୕重┴ここࢁの健康ࢭンࢱー ����223��241 

㈡┴ ㈡┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����������1� 

ி㒔ᗓ ி㒔ᗓ⢭⚄ಖ健⚟♴⥲合ࢭンࢱー �����41�1�1� 

ி㒔ᕷ ி㒔ᕷここࢁの健康ቑ進ࢭンࢱー ����314��3�� 

大㜰ᗓ 大㜰ᗓここࢁの健康⥲合ࢭンࢱー ������1�2�11 

大㜰ᕷ 大㜰ᕷここࢁの健康ࢭンࢱー �����22���2� 

ሜᕷ ሜᕷここࢁの健康ࢭンࢱー ��2�24���1�2 

රᗜ┴ රᗜ┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����2�2�4��� 

⚄ᡞᕷ ⚄ᡞᕷここࢁの健康ࢭンࢱー ����3�1�1��� 

ዉⰋ┴ ዉⰋ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��44�4��22�1 

ḷᒣ┴ ḷᒣ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��3�43���1�4 

㫽ྲྀ┴ 㫽ྲྀ┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �����21�3�31 

ᓥ᰿┴ ᓥ᰿┴❧心と体の┦ㄯࢭンࢱー ���2�32����� 

ᒸᒣ┴ ᒸᒣ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����2�1����� 

ᒸᒣᕷ ᒸᒣᕷここࢁの健康ࢭンࢱー ������3�12�3 

ᗈᓥ┴ ᗈᓥ┴❧⥲合⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��2���4�1��1 

ᗈᓥᕷ ᗈᓥᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��2�24����4� 

ᒣཱྀ┴ ᒣཱྀ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��3��2��34�� 

ᚨᓥ┴ ᚨᓥ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �����2����1� 

㤶ᕝ┴ 㤶ᕝ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ������4����� 

ឡ┴ ឡ┴心と体の健康ࢭンࢱー �����11�3��� 

㧗▱┴ 㧗▱┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �����21�4��� 

⚟ᒸ┴ ⚟ᒸ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��2���2����� 

ᕞᕷ ᕞᕷ❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��3��22���2� 

⚟ᒸᕷ ⚟ᒸᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��2��3����2� 

బ㈡┴ బ㈡┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ���2��3����� 

㛗ᓮ┴ 㛗ᓮこも・ዪ性・障害者ᨭࢭンࢱー  

障害者ᨭ㒊⢭⚄ಖ健⚟♴ㄢ 

�����44��11� 

⇃本┴ ⇃本┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����3���12�� 

⇃本ᕷ ⇃本ᕷここࢁの健康ࢭンࢱー ����3���11�1 

大分┴ 大分┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �����41��2�� 

ᐑᓮ┴ ᐑᓮ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �����2�����3 

㮵ඣᓥ┴ 㮵ඣᓥ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����21��4��� 

Ἀ⦖┴ Ἀ⦖┴❧⥲合⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��������1443  
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㒔㐨ᗓ┴ 
ᣦ定㒔ᕷ 

 ྕ␒ーྡ 㟁話ࢱンࢭ

ᾏ㐨 ᾏ㐨❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �11���4��121 

ᮐᖠᕷ ᮐᖠᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �11��22����� 

㟷᳃┴ 㟷᳃┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �1������3��1 

ᒾᡭ┴ ᒾᡭ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �1���2����1� 

ᐑᇛ┴ ᐑᇛ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �22��23��3�2 

ྎᕷ ྎᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴⥲合ࢭンࢱー はあとࡱーとྎ �22�2���21�1 

⛅⏣┴ ⛅⏣┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �1���31�3�4� 

ᒣᙧ┴ ᒣᙧ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �23��24�121� 

⚟ᓥ┴ ⚟ᓥ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �24��3��3��� 

Ⲉᇛ┴ Ⲉᇛ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �2��243�2��� 

ᰣᮌ┴ ᰣᮌ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �2����3����� 

⩌㤿┴ ⩌㤿┴ここࢁの健康ࢭンࢱー �2��2�3�11�� 

ᇸ⋢┴ ᇸ⋢┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �4���23�3333 

さいたまᕷ さいたまᕷここࢁの健康ࢭンࢱー �4����1����� 

༓ⴥ┴ ༓ⴥ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �43�2�3�3��1 

༓ⴥᕷ ༓ⴥᕷここࢁの健康ࢭンࢱー �43�2�4�1��2 

ᮾி㒔 ᮾி㒔❧୰㒊⥲合⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �3�33�2����� 

ᮾி㒔❧多ᦶ⥲合⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �42�3���1111 

ᮾி㒔❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �3�3�34�41�� 

⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �4���21���22 

ᶓᕷ ᶓᕷここࢁの健康┦ㄯࢭンࢱー �4����1�44�� 

ᕝᓮᕷ ᕝᓮᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �44�2���31�� 

┦ᶍཎᕷ ┦ᶍཎᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �42�������1� 

᪂₲┴ ᪂₲┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �2��2����111 

᪂₲ᕷ ᪂₲ᕷここࢁの健康ࢭンࢱー �2��232����1 

ᐩᒣ┴ ᐩᒣ┴心の健康ࢭンࢱー ����42��1�11 

▼ᕝ┴ ▼ᕝ┴ここࢁの健康ࢭンࢱー ����23�����1 

⚟┴ ⚟┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �����24��13� 

ᒣ┴ ᒣ┴❧⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����2�4���44 

㛗㔝┴ 㛗㔝┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �2��22��1�1� 

ᒱ㜧┴ ᒱ㜧┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����231���24 

㟼ᒸ┴ 㟼ᒸ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��4�2����24� 

㟼ᒸᕷ 㟼ᒸᕷここࢁの健康ࢭンࢱー ��4�2�2�3�11 

ᯇᕷ ᯇᕷ⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��3�4���2��� 
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బ㈡┴ బ㈡┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ���2��3����� 
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障害者ᨭ㒊⢭⚄ಖ健⚟♴ㄢ 

�����44��11� 

⇃本┴ ⇃本┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����3���12�� 
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大分┴ 大分┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �����41��2�� 

ᐑᓮ┴ ᐑᓮ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー �����2�����3 

㮵ඣᓥ┴ 㮵ඣᓥ┴⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ����21��4��� 

Ἀ⦖┴ Ἀ⦖┴❧⥲合⢭⚄ಖ健⚟♴ࢭンࢱー ��������1443  
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ᖹᡂ 26㹼28 ᖺ度⢭⚄ಖ健➼ᅜᗜ⿵ຓ㔠 ᖹᡂ 29㹼30 ᖺ度⢭⚄ಖ健対⟇㈝⿵ຓ㔠 
摂食障害治療ᨭࢭンࢱータ⨨㐠Ⴀᴗ 

 

⦅㞟⪅    

҈౽ ఫ ཱིࠅਈʀਈܨҫྏڂݜιϱνʖ ʤઃৱ্֒સײخࠅιϱνʖʥ 
ঘݬ એཱིࠅ  ڹਈʀਈܨҫྏڂݜιϱνʖ ʤઃৱ্֒સײخࠅιϱνʖʥ  
 
ᇳ➹⪅  

Ѫ෨ ຓҧ ౨ָබӅ ʤٸݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
ґ౽ ஒድࢢ ౨ָබӅ ʤٸݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
ԗ౽ ༟ߵ ౨ָබӅ ʤٸݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
௮ ඔࢢܛ ౨ָබӅ ʤٸݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
ঘݬ એཱིࠅ ڹਈʀਈܨҫྏڂݜιϱνʖ ʤઃৱ্֒સײخࠅιϱνʖʥ 
ౣ ஒࢢ ۟यָබӅ ʤෳԮݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
 ԋιϱνʖʥࢩྏ࣑ઃৱ্֒ݟٸ౨ָබӅ ʤ ߄߃ ౽ࠦ
Ҭ એඔ ౨ָබӅ ʤٸݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
∃ र ۟यָබӅ ʤෳԮݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
Ծ ࣰ ࡏࠅཱིࠅҫྏڂݜιϱνʖࠅැୈබӅ ʤએཁݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
ෲ෨ એେ ශনҫՌָҫָ෨බӅ ʤ੫Ԯݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
 ԋιϱνʖʥࢩྏ࣑ઃৱ্֒ݟශনҫՌָҫָ෨බӅ ʤ੫Ԯ ࢢښ ߒ౽
 
సᡂ༠ຊ⪅  

Ցܔ ղ ࡏࠅཱིࠅҫྏڂݜιϱνʖࠅැୈබӅ ʤએཁݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
 ԋιϱνʖʥࢩྏ࣑ઃৱ্֒ݟื ශনҫՌָҫָ෨බӅ ʤ੫Ԯ ీ܂
ছࢢ կฯ ࡏࠅཱིࠅҫྏڂݜιϱνʖࠅැୈබӅ ʤએཁݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
ཱིࠅ ࢢ࠾ ݬਈʀਈܨҫྏڂݜιϱνʖ ʤઃৱ্֒સײخࠅιϱνʖʥ 
 ιϱνʖʥײخࠅιϱνʖ ʤઃৱ্֒સڂݜҫྏܨਈʀਈཱིࠅ ಲ ؖ
ྜྷ ५ ශনҫՌָҫָ෨බӅ ʤ੫Ԯݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
ీଞ ุ ࡏࠅཱིࠅҫྏڂݜιϱνʖࠅැୈබӅ ʤએཁݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
ഀᆿ  ۟यָබӅ ʤෳԮݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
ෳౖ ৻ ౨ָָӅʀ౨ָබӅ ʤٸݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
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Ҭ એඔ ౨ָබӅ ʤٸݟઃৱ্֒ࢩྏ࣑ԋιϱνʖʥ 
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